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　 　 　 青 年 環 境 N G O  C l i m a t e  Y o u t h
J a p a n （ C Y J ） は 、 気 候 変 動 枠 組 条 約 第 1 5
回 締 約 国 会 議 （ C O P 1 5 ） に 参 加 し た 日 本 の ユ
ー ス に よ っ て 、 2 0 1 0 年 3 月 に 設 立 さ れ た 、 ネ
ッ ト ワ ー ク 型 の 青 年 環 境 N G O で あ る 。 「 ユ ー
ス が 気 候 変 動 問 題 を 解 決 へ 導 く こ と で 、 衡 平
で 持 続 可 能 な 社 会 を 実 現 す る 」 こ と を ビ ジ ョ
ン と し て 、 1 . 5 ℃ 目 標 の 達 成 並 び に ユ ー ス が
社 会 の 意 思 決 定 プ ロ セ ス に 関 わ る こ と を 目 指
し て い る 。 設 立 以 来 、 政 策 提 言 活 動 及 び そ れ
を 支 え る プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 構 築 、 関 係 省 庁 や
国 内 企 業 ・ 自 治 体 と の 意 見 交 換 、 国 連 気 候 変
動 枠 組 条 約 締 約 国 会 議 （ 以 下 C O P ） へ の メ ン
バ ー 派 遣 や 内 部 勉 強 会 を 通 じ た 人 材 育 成 、 国
内 外 の ユ ー ス へ の 気 候 変 動 問 題 に 関 す る 意 識
啓 発 な ど を 実 施 し て き た 。 今 年 度 は 、 全 国 各
地 か ら 集 ま っ た メ ン バ ー 約 5 0 名 が オ ン ラ イ ン
ベ ー ス で 活 動 し て お り 、 年 に 数 回 の 対 面 ミ ー
テ ィ ン グ ・ 合 宿 も 開 催 し て い る 。 2 0 2 3 年 度
は 、 こ れ ま で の 活 動 で 築 い た 海 外 ユ ー ス や 市
民 団 体 、 企 業 、 省 庁 な ど と の 多 様 な ネ ッ ト ワ
ー ク を 長 期 的 な 連 携 に 結 び 付 け 、 国 内 外 で の
気 候 リ ー ダ ー の 継 続 的 な 育 成 を 目 指 し 、 さ ら
に レ ベ ル ア ッ プ し た 活 動 を 行 う 予 定 だ 。

Climate Youth Japanの紹介

CYJについて

国 内 外 の 意 思 決 定 者 に 対 す る ア ド ボ カ シ ー

　 　 　 C Y J は 、 こ れ ま で に 5 0 名 を 超 え る ユ ー ス を C O P 及 び 、 C O P 前 に 開 催 さ れ る ユ ー ス の 会 議
で あ る 「 C o n f e r e n c e  o f  Y o u t h （ C O Y ） 」 に 派 遣 し 、 気 候 リ ー ダ ー の 育 成 に 取 り 組 ん で き
た 。 1 2 度 目 の 派 遣 と な る 2 0 2 2 年 度 は 、 計 7 名 の メ ン バ ー を C O Y 1 7 と C O P 2 7 に 派 遣 し 、 「 国 内
外 の 意 思 決 定 者 に 対 す る ア ド ボ カ シ ー 」 と 「 気 候 変 動 に 関 心 は あ る が 行 動 に 移 せ な い 日 本 の ユ ー
ス の エ ン パ ワ メ ン ト 」 を 主 軸 に お き 、 活 動 を 行 っ た 。 具 体 的 な 活 動 内 容 は 以 下 の 通 り で あ る 。

1 .
　 　 　 気 候 危 機 が 世 界 各 地 で 顕 在 化 す る 中 、 C Y J と し て 、 ま た 日 本 の い ち ユ ー ス と し て 、 日 本 政
府 並 び に 国 際 的 な 場 に お い て 私 た ち の 声 を 伝 え 、 気 候 変 動 対 策 に ユ ー ス の 声 を 反 映 す る 必 要 性 を
感 じ て い る 。 そ の た め 、 C O P 2 7 で は 海 外 ユ ー ス と の 共 同 サ イ ド イ ベ ン ト や 政 府 ・ 民 間 団 体 と の
意 見 交 換 を 実 現 す る こ と で 、 幅 広 い ア ク タ ー の 視 野 の 獲 得 と 、 意 思 決 定 の 場 に ユ ー ス の 声 を 届 け
る 機 会 の 創 出 に 努 め た 。 具 体 的 に は 、 派 遣 前 後 の 関 連 省 庁 と の 意 見 交 換 、 現 地 で の 西 村 環 境 大 臣
と の 2 度 の 意 見 交 換 に 加 え て 、 企 業 や 研 究 機 関 の 方 と の 関 係 構 築 と 海 外 ユ ー ス と の 共 同 セ ミ ナ ー
及 び C Y J の 主 催 企 画 を 開 催 し た 。 C O P 2 7 を 通 じ て 、 計 4 つ の パ ビ リ オ ン に て 登 壇 し た 。

2 .  気 候 変 動 に 関 心 は あ る が 行 動 に 移 せ な い 日 本 の ユ ー ス の エ ン パ ワ メ ン ト
　 　 　 C O P 2 7 の 会 期 中 に は 、 S N S ・ H P で の 活 動 の 発 信 や メ デ ィ ア 取 材 、 帰 国 後 に は 報 告 会 の
開 催 と 報 告 書 の 作 成 な ど を 通 じ て 、 気 候 変 動 対 策 の ル ー ル メ イ キ ン グ の 最 前 線 や 国 を 越 え た ユ ー
ス の 活 動 ・ 意 見 を 国 内 外 に 向 け て 発 信 し た 。 こ れ ら を 通 じ 、 「 気 候 変 動 問 題 に 関 心 は あ る が 行 動
に 移 せ な い ユ ー ス 」 の 主 体 的 な 行 動 を 促 し 、 さ ら な る 気 候 リ ー ダ ー の 発 掘 ・ 育 成 に 努 め る 。

COP派遣事業について
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内 田 大 義
東 京 大 学 法 学 部 4 年 。 政 策 提 言 統 括 （ 2 0 2 1 年 4 月 〜 2 0 2 2 年 3 月 ） 。 現 在 は 、
企 業 や 省 庁 、 自 治 体 と の 意 見 交 換 に 多 く 参 加 。 興 味 分 野 は 脱 炭 素 の た め の フ
ァ イ ナ ン ス の 動 き や そ の ル ー ル メ イ キ ン グ や カ ー ボ ン プ ラ イ シ ン グ 。
C O Y 1 7 の 最 終 日 と C O P 2 7 の 1 週 目 に 参 加 。 ジ ャ パ ン パ ビ リ オ ン で I G E S 主
催 の 日 本 と マ レ ー シ ア の 脱 炭 素 に 関 す る 都 市 間 連 携 の セ ミ ナ ー に 登 壇 。

山 本 陽 来
早 稲 田 大 学 国 際 教 養 学 部 4 年 。 福 島 原 発 事 故 を き っ か け に 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー
に 興 味 を 持 ち 、 カ ナ ダ 留 学 を 経 て 環 境 問 題 全 般 に 興 味 を 持 つ よ う に な っ た 。
C Y J に 参 加 し た の は ド イ ツ 留 学 を 始 め た 2 0 2 1 年 9 月 。 C O P 2 7 の １ 週 目 に 参
加 し 、 ジ ャ パ ン パ ビ リ オ ン で 日 本 と マ レ ー シ ア の 脱 炭 素 に 関 す る 都 市 間 連 携
の セ ミ ナ ー に 登 壇 。

髙 橋 櫻
慶 應 義 塾 大 学 環 境 情 報 学 部 1 年 。 大 学 で は 地 球 環 境 、 空 間 分 析 、 デ ジ タ ル ア ー
ト を 学 ぶ 。 自 然 を 仕 事 場 と す る 職 業 に 魅 力 を 感 じ て い る 。 高 校 時 代 の 農 業 従
事 者 と の 関 わ り か ら 、 政 策 策 定 や 気 候 変 動 に 関 心 を 抱 き C Y J に 加 入 。 C Y J で
は 、 企 業 や 省 庁 と の 意 見 交 換 や 会 計 と し て 内 部 運 営 に 携 わ る 。 C O P 2 7 の 1 週
目 に 参 加 し 、 現 地 で は 気 候 正 義 パ ビ リ オ ン の セ ミ ナ ー に 登 壇 。

近 藤 壮 真
東 京 大 学 法 学 部 4 年 。 エ ネ ル ギ ー 勉 強 会 リ ー ダ ー 。 高 校 時 代 に エ ネ ル ギ ー 関 連
の 論 文 執 筆 に 携 わ っ た こ と を き っ か け に 気 候 変 動 に 幅 広 く 関 心 を 持 つ よ う に
な る 。 2 0 2 0 年 度 よ り 2 年 間 代 表 を 務 め 、 主 に 官 公 庁 へ の 政 策 提 言 を 担 当 。
C O P 2 7 で は G l o b a l  M e t h a n e  P l e d g e を テ ー マ と し た 韓 国 パ ビ リ オ ン の
セ ミ ナ ー に 登 壇 。

高 尾 文 子
国 際 基 督 教 大 学 （ I C U )  教 養 学 部 2 年 （ 国 際 関 係 学 ・ 環 境 研 究 メ ジ ャ ー 予
定 ） 、 C Y J 副 代 表 ・ C O P 2 7 事 業 統 括 。 高 校 1 年 の 時 に 海 洋 プ ラ ス チ ッ ク 問 題
の 調 査 を 行 っ た の を き っ か け に 環 境 問 題 に 取 り 組 む よ う に な る 。 大 学 2 年 の 夏
に ガ ー ナ で の プ ロ ジ ェ ク ト を 行 い 、 途 上 国 の 開 発 、 国 際 関 係 、 気 候 変 動 を キ
ー ワ ー ド に 勉 強 中 。 C Y J で は 広 く 官 公 庁 と の 意 見 交 換 会 や 勉 強 会 に 参 加 し て
い る 。

望 月 碧
国 際 基 督 教 大 学 （ I C U ） 教 養 学 部 1 年 。 中 学 生 か ら 山 登 り を は じ め 「 環 境 問
題 」 に 関 心 を 持 ち 、 高 校 時 代 P l a s t i c  F r e e  C a m p u s の リ ー ダ ー を 務 め
た 。 オ ラ ン ダ 留 学 を 検 討 し て い る 最 中 に 紹 介 さ れ C Y J に 入 り 、 2 0 2 2 年 9 月 よ
り 広 報 統 括 。 山 登 り と 踊 る こ と が 好 き 。

石 川 柚 葉
東 京 外 国 語 大 学 3 年 。 イ タ リ ア 語 専 攻 で 、 現 在 ヴ ェ ネ ツ ィ ア に 留 学 中 。
横 浜 育 ち 。 中 学 3 年 生 の 時 に 理 科 の 先 生 に 感 化 さ れ て 、 地 球 温 暖 化 へ の 危 機 感
を 高 め る 。 大 学 受 験 が 終 わ る や 否 や 、 念 願 の 環 境 活 動 を C Y J で 始 め る こ と
に 。 か れ こ れ 2 年 半 在 籍 し て い て い つ の 間 に か 古 株 の 1 人 に な っ て い る 。

COP27派遣メンバー紹介

4



　 　  国 連 の 気 候 変 動 枠 組 条 約 （ U n i t e d  N a t i o n s  F r a m e w o r k  C o n v e n t i o n  o n
C l i m a t e  C h a n g e ： U N F C C C ） に 基 づ き 、 1 9 9 5 年 以 降 毎 年 開 催 し て い る 締 約 国 会 議
（ C o n f e r e n c e  o f  P a r t i e s ： C O P ） の こ と で 、 気 候 変 動 の 適 応 と 緩 和 に お け る 国 際 ル ー ル
を 協 議 す る 最 高 意 思 決 定 機 関 で あ る 。 2 0 2 2 年 1 1 月 6 日 〜 2 0 日 に 開 催 さ れ た 第 2 7 回 締 約 国 会 議
（ C O P 2 7 ） に は 、 C Y J メ ン バ ー 6 名 が 参 加 し た 。 会 場 は B l u e  Z o n e と G r e e n  Z o n e に 分 か
れ て い る 。 B l u e  Z o n e に 入 る た め に は U N F C C C が 発 行 す る 公 式 バ ッ ジ が 必 要 で 、 閣 僚 級 の 会
議 を は じ め 、 政 府 ・ 非 政 府 組 織 に よ る サ イ ド イ ベ ン ト や 記 者 会 見 、 パ ビ リ オ ン が 開 催 さ れ て い
る 。 G r e e n  Z o n e は 市 民 の エ リ ア と も 言 わ れ 、 バ ッ ジ が 不 必 要 な こ と か ら 市 民 団 体 や 企 業 な ど
様 々 な 機 関 が ブ ー ス を 展 開 し て い る 。

COPとは

　 　 　 C o n f e r e n c e  O f  Y o u t h の 頭 文 字 を 取 っ て 、 C O Y と 呼 ば れ て い る 。 2 0 2 2 年 1 1 月 2 日
～ 4 日 に 開 催 さ れ た C O Y 1 7 に は 、 C Y J メ ン バ ー 3 名 が 参 加 し た 。 毎 年 C O P の 直 前 に 行 わ れ る こ
の 会 議 に は 、 世 界 中 か ら 気 候 変 動 に 関 心 を 持 つ ユ ー ス が 集 ま る 。 U N F C C C 公 認 の ユ ー ス 組 織 で
あ る 「 Y O U N G O 」 が 運 営 し て お り 、 第 1 7 回 目 の 今 年 は 、 1 4 0 ヵ 国 以 上 の 国 か ら 参 加 者 が 集 ま
っ た 。 C O P と 比 べ て ユ ー ス が 主 な 参 加 者 の た め 、 よ り フ ラ ン ク な 雰 囲 気 が 会 場 全 体 に あ ふ れ て
い て 、 交 流 が 非 常 に 活 発 な 点 が 印 象 的 だ 。 C O Y 1 7 で は 、 1 日 に 3 0 以 上 あ る ワ ー ク シ ョ ッ プ で 、
各 国 の ユ ー ス と 意 見 交 換 を し た り 、 各 々 の 活 動 に つ い て 紹 介 し あ っ た り し た 。 C O Y は 他 国 の ユ
ー ス と の 関 係 構 築 を す る の に 最 適 な 場 所 だ と 言 え る 。

COYとは

COP27を通したCYJの活動
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　 　 　 派 遣 前 の 準 備 と し て 、 勉 強 会 を 通 し た C O P 2 7 に 関 す る 知 識 の 底 上 げ 、 イ ベ ン ト を 通 し た
ア ウ ト プ ッ ト 、 ま た 国 内 メ ン バ ー に よ る 広 報 ス ケ ジ ュ ー ル の 策 定 な ど を 行 っ た 。
　 　 　 勉 強 会 は 8 月 下 旬 か ら 開 始 し 、 派 遣 メ ン バ ー を 中 心 に 作 成 し た “ B a c k g r o u n d  o f
C O P 2 7 ”  を 用 い て C O P 2 6 ア ウ ト カ ム と 主 要 論 点 、 S B 5 6 （ U N F C C C の 補 助 機 関 会 合 ） 関 連 で
扱 わ れ た ト ピ ッ ク の 洗 い 出 し か ら 今 後 達 成 す べ き 目 標 な ど を 、 全 1 0 週 間 に わ た る オ ン ラ イ ン 勉
強 会 と 2 日 間 の 対 面 ミ ー テ ィ ン グ に て 学 ん だ 。 同 時 に 、 気 候 変 動 関 連 の 略 語 や 国 連 会 議 に 参 加 す
る う え で 前 提 と さ れ る 用 語 を ま と め た  “ t e r m i n o l o g y  s h e e t ”  を 作 成 し 、 メ ン バ ー 全 体 の
知 識 向 上 を は か っ た 。
　 　 　 イ ベ ン ト を 通 し た ア ウ ト プ ッ ト は 、 1 0 月 1 5 日 ～ 1 6 日 に 「 ユ ー ス の C O P 準 備 会 」 を 行 っ
た 。 C Y J は 、 2 0 2 0 年 に L o c a l  C o n f e r e n c e  o f  Y o u t h （ L C O Y ） と 呼 ば れ る C O Y の 地 域
版 会 議 を 主 催 し た 。 今 年 開 催 し た も の は 、 そ の 代 わ り と な る イ ベ ン ト で あ る 。 1 日 目 に は 、 高 校
生 ・ 大 学 生 を 対 象 と し て 、 環 境 省 地 球 環 境 局 総 務 課 の 石 田 大 貴 さ ま と 都 留 文 科 大 学 地 域 社 会 学 科
教 授 で 「 エ ネ ル ギ ー 政 策 論 」 を ご 執 筆 さ れ た 高 橋 洋 先 生 を ゲ ス ト ス ピ ー カ ー に お 招 き し た 。 講 義
と 参 加 者 自 身 の カ ー ボ ン フ ッ ト プ リ ン ト を 計 算 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 い 、 参 加 者 と 有 意 義 な 議
論 を す る こ と も で き た 。 2 日 目 に は 、 小 ・ 中 学 生 を 対 象 と し て 、 環 境 活 動 家 の 露 木 し い な さ ん と
C Y J メ ン バ ー の 対 談 と 蜜 蝋 ラ ッ プ づ く り の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 行 っ た 。 参 加 者 が 実 際 に 手 を 動 か
し て 、 環 境 に や さ し い 蜜 蝋 ラ ッ プ に 親 し め る 良 い 機 会 に な っ た の で は な い か と 思 う 。
　 　 　 そ し て 、 派 遣 メ ン バ ー が C O P 2 7 に 全 集 中 し て 臨 め る 環 境 を 作 る た め 、 1 0 月 上 旬 に 国 内 で
広 報 を 担 う チ ー ム を 立 ち 上 げ た 。 派 遣 者 の 声 と も 言 え る S N S 発 信 を C O P 2 7 期 間 中 は さ ら に 強 化
し て い く た め 、 前 後 合 わ せ て 3 週 間 分 の 投 稿 ス ケ ジ ュ ー ル を 策 定 し た 。

事前準備
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（ 石 川 ）
　 　 　 9 時 ご ろ か ら 多 く の ワ ー ク シ ョ ッ プ が ス タ ー ト す る た め 、 そ れ に 合 わ せ て 宿 を 出 て 車 で 会
場 に 向 か う 。 C O Y 1 7 の 期 間 は 、 滞 在 し た 宿 の オ ー ナ ー が 毎 日 会 場 ま で 送 っ て く だ さ っ た 。 毎 日
会 場 に 到 着 し た ら 、 受 付 で 登 録 を し て 、 そ れ が 終 わ り 次 第 興 味 の あ る ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 し て
い く 。 複 数 の 場 所 で 同 時 並 行 で 様 々 な ワ ー ク シ ョ ッ プ が 開 催 さ れ て い る の で 、 前 日 の 夜 に ど の 時
間 帯 に ど の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 す る か ス ケ ジ ュ ー ル を 立 て て お く よ う に し て い た 。 大 体 各 ワ ー
ク シ ョ ッ プ は 1 時 間 ～ 1 時 間 半 で 、 午 前 中 に 2 つ か ら 3 つ ほ ど 参 加 し た 。 お 昼 ご 飯 を 会 場 内 の カ フ
ェ で 調 達 し 、 お 昼 休 憩 を 挟 ん だ ら 再 び ワ ー ク シ ョ ッ プ へ と 向 か う 。 自 分 た ち が ワ ー ク シ ョ ッ プ を
開 催 し た り 、 イ ン タ ビ ュ ー を 受 け る 日 も あ っ た の で 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ へ の 参 加 は そ の 他 の ス ケ ジ
ュ ー ル と 上 手 く 組 み 合 わ せ て 調 整 し て い た 。 午 後 も 2 つ か 3 つ の ワ ー ク シ ョ ッ プ に 顔 を 出 し て 、
大 体 1 9 時 ご ろ に 会 場 を 出 る 。 帰 り も 宿 の オ ー ナ ー が 車 で 迎 え に き て く れ て い た の で 、 夕 食 は 家
で 食 べ る こ と が 多 か っ た 。 夜 は 次 の 日 の 会 議 の 準 備 を し た り （ 主 に ス ケ ジ ュ ー ル 作 成 ） 、 C Y J の
タ ス ク （ 広 報 の た め の 情 報 整 理 ） な ど に 時 間 を 使 っ て い た 。 日 付 が 変 わ る 頃 に 就 寝 す る よ う な 感
じ で 過 ご し て い た 。

現地での一日
COY17での１日

（ 山 本 ）
　 　 　 C O P 2 7 ・ 1 週 目 の あ る 1 日 の 流 れ を 紹 介 す る 。 8 時 3 0 分 ご ろ に ホ テ ル を 出 て 、 5 分 ほ ど 歩
い て 無 料 の 市 バ ス に 乗 り 、 8 時 5 5 分 ご ろ に 会 場 に 到 着 す る 。 9 時 ～ 1 0 時 は 、 S D G 7 パ ビ リ オ ン で
セ ミ ナ ー を 見 学 し た 。 次 に 1 0 時 ～ 1 1 時 に 、 I R E N A （ 国 際 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 機 関 ） パ ビ リ オ
ン で セ ミ ナ ー を 見 学 し 、 1 1 時 ～ 1 2 時 は 、 C O Y 1 7 で で き た タ イ ユ ー ス の 友 達 に 会 う た め に タ イ
パ ビ リ オ ン を 訪 れ た 。 1 2 時 か ら は 、 数 日 前 に 知 り 合 っ た チ ュ ニ ジ ア 人 の セ ミ ナ ー を 見 に 行 き 、
セ ミ ナ ー 後 に 談 笑 し た 。 そ れ か ら 、 3 0 分 ほ ど ド イ ツ パ ビ リ オ ン で セ ミ ナ ー を 見 学 し た 。 1 5 時 3 0
分 ～ 1 6 時 に は 、 C Y J メ ン バ ー の 気 候 正 義 パ ビ リ オ ン で の セ ミ ナ ー を 見 て 、 そ の 後 は 自 分 が 登 壇
す る セ ミ ナ ー の 準 備 を し た 。 1 6 時 3 0 分 ～ 1 8 時 ま で ジ ャ パ ン パ ビ リ オ ン で 開 催 さ れ た セ ミ ナ ー に
登 壇 し た 。 登 壇 後 は 、 数 日 前 に 知 り 合 っ た 日 本 人 の 大 人 の 方 々 と 一 緒 に ご 飯 を 食 べ に 行 っ た 。

COP27での１日 
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I O M （ 国 際 移 住 機 関 ） ： T h e  R o l e  o f  Y o u t h  i n  P r o m o t i n g  G l o b a l  A c t i o n  o n
C l i m a t e  M i g r a t i o n  a n d  P e a c e  N e x u s

（ 石 川 ） 　 　 　
　 　 　 毎 日 い く つ も の ワ ー ク シ ョ ッ プ が 会 場 の あ ち こ ち で 同 時 並 行 で 開 催 さ れ て お り 、 気 に な っ
た も の に 自 由 に 参 加 す る こ と が で き た 。 私 た ち は 全 部 で 1 0 個 弱 参 加 し た が 、 以 下 で は 特 に 記 憶
に 残 っ て い る も の を 抜 粋 す る 。

1 .

　 　 　 気 候 変 動 の 被 害 に よ る 人 々 の 移 住 の 現 状 や 、 そ の 移 住 に 伴 う 影 響 を よ り 受 け や す い 女 性 や
子 供 に つ い て そ の わ け を 学 ん だ 。 特 に 男 性 よ り 女 性 が 被 害 を 受 け や す い 理 由 と し て 、 シ ン グ ル マ
ザ ー の 存 在 、 子 供 の 世 話 へ の 責 任 、 職 の 失 い や す さ な ど が 挙 げ ら れ て お り 、 気 候 変 動 問 題 の 中 で
脆 弱 な 女 性 の 立 場 を 改 め て 認 識 す る 機 会 と な っ た 。 こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、 題 名 に も あ る ユ ー
ス の 役 割 に つ い て 最 後 に 話 し て い た が 、 そ こ で 紹 介 さ れ て い た エ ジ プ ト で 最 近 開 催 さ れ た ス タ ー
ト ア ッ プ の ビ ジ ネ ス コ ン テ ス ト は 、 若 い 力 を 気 候 変 動 の 解 決 へ 導 く 方 法 と し て 、 と て も 価 値 の あ
る も の だ と 感 じ た 。

2 .  A  C o n v e r s a t i o n  o n  A r t i c l e  6
　 　 　 パ リ 協 定 6 条 の 排 出 量 取 引 に つ い て の レ ク チ ャ ー を 受 け た 。 国 際 会 議 で は 、 1 . 5 ℃ 目 標 達
成 の た め に た び た び 重 要 な 議 題 と さ れ つ つ も 、 な か な か 話 が ま と ま ら な い こ の 6 条 。 排 出 量 取 引
に お け る 現 状 や 問 題 点 を 説 明 し て も ら い 、 多 く の ユ ー ス が こ の 取 引 の 複 雑 な 仕 組 み に 困 惑 し て い
る 様 子 が 印 象 に 残 っ て い る 。 排 出 量 取 引 に お い て 、 削 減 の キ ャ パ シ テ ィ が あ る 国 は 自 然 の 豊 か さ
な ど ゆ え に 比 較 的 途 上 国 が 多 か っ た が 、 果 た し て 途 上 国 は こ の 仕 組 み を 使 い こ な せ る の か 疑 問 が
残 っ た 。 排 出 量 自 体 を 減 ら し つ つ も 「 実 質 ゼ ロ 」 を 目 指 せ る ６ 条 を 、 全 て の 国 が 理 解 し て 利 用 で
き る 環 境 作 り が 必 要 だ と 感 じ た 。

3 .  N e w  T e c h n o l o g i e s  i n  O f f s h o r e  W i n d  D e v e l o p m e n t  R a m y  E m a m
　 　 　 洋 上 風 力 発 電 に つ い て の セ ミ ナ ー に 参 加 し た 。 日 本 で は 未 だ 普 及 し て い な い 洋 上 風 力 発 電
に つ い て 、 そ の 仕 組 み や 施 工 の 仕 方 に つ い て レ ク チ ャ ー を 受 け た ほ か 、 世 界 の 様 々 な 場 所 で ど れ
だ け 洋 上 風 力 普 及 の 可 能 性 が あ る か に つ い て も 、 あ る サ イ ト を 用 い て 調 べ て 比 較 し た 。 日 本 は 海
に 囲 ま れ て い る の で 、 予 測 発 電 量 は 多 い と 思 わ れ る が 、 実 際 に は な か な か 普 及 が 進 ん で い な い 。
　 　 　 施 工 の 様 子 を 動 画 で 見 た 際 に 、 ス ム ー ズ に 海 上 で の 作 業 が 進 む よ う 、 事 前 に 綿 密 な 搬 入 計
画 や 組 み 立 て 部 品 に つ い て 考 え ら れ て い る よ う だ っ た が 、 個 人 的 に は 設 置 そ の も の に よ る 海 へ の
環 境 負 荷 が と て も 大 き い よ う に 感 じ た 。 ま た 海 の 中 に あ る こ と で 、 修 復 が 比 較 的 短 い ス パ ン で 必
要 に な る の で は な い か と 感 じ 、 持 続 可 能 性 の 高 い 発 電 方 法 な の か 疑 問 に 思 っ た 。

COY17での活動

ワークショップへの参加

（ 石 川 ） 　 　 　
　 　 　 C O Y 1 7 の 期 間 中 に 2 つ の イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た 。
　 　 　 1 つ 目 は 、 ベ ル ギ ー で 「 ユ ー ス が 国 際 的 に 環 境 問 題 に 取 り 組 む き
っ か け 」 に つ い て 研 究 を し て い る 韓 国 人 の Y i  H y u n  K a n g さ ん か ら の
も の で あ る 。 な ぜ 気 候 変 動 問 題 に 興 味 を 持 っ た の か 、 C Y J で の 活 動 、 そ
の ほ か の 場 所 （ 学 校 や 日 常 生 活 ） で の 活 動 、 国 際 会 議 へ の 参 加 の 有 無 な
ど 3 0 分 ほ ど イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た 。
　 　 　 2 つ 目 は 、 フ ロ リ ダ で 海 洋 問 題 に つ い て 研 究 を し て い る
E s t e b a n さ ん か ら 「 大 学 に お け る サ ス テ ナ ブ ル な 取 り 組 み 」 に つ い て
イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た 。 前 日 の ワ ー ク シ ョ ッ プ （ 以 下 に 記 載 す る 台 湾 ユ
ー ス と の 協 働 ） に 参 加 し て く だ さ っ た 方 で 、 そ れ を き っ か け に ア ジ ア の
ユ ー ス 団 体 と 合 同 で イ ン タ ビ ュ ー を 受 け る こ と に な っ た 。 主 に 自 分 た ち
の 大 学 で 行 わ れ て い る カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 向 け た 活 動 を 紹 介 し た 。

インタビュー

TWYCC Lynn
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（ 石 川 ） 　 　 　
　 　 　 Y o u t h  C l i m a t e  A c t i o n s  a t  C a m p u s  a n d  t h e  C h a l l e n g e s  T a i w a n
Y o u t h  C l i m a t e  C o a l i t i o n と い う ワ ー ク シ ョ ッ プ を 開 催 し た 。
　 　 　 台 湾 ユ ー ス の T W Y C C （ T a i w a n  Y o u t h  C l i m a t e  C o a l i t i o n ） と い う 団 体 に 声 を
か け て い た だ き 、 キ ャ ン パ ス に お け る サ ス テ ナ ビ リ テ ィ に つ い て プ レ ゼ ン を し 、 プ レ ゼ ン の 後 は
ワ ー ク シ ョ ッ プ 参 加 者 と 、 各 々 の 大 学 に お け る 取 り 組 み や 問 題 点 に つ い て デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行
っ た 。 プ レ ゼ ン で は カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 達 成 へ の 取 り 組 み に 積 極 的 な 大 学 で あ る 、 東 京 外 国 語
大 学 と 千 葉 商 科 大 学 の 2 つ の 取 り 組 み を 紹 介 し た 。
　 　 　 デ ィ ス カ ッ シ ョ ン パ ー ト で は 、 チ リ の 大 学 で 学 生 が サ ス テ ナ ビ リ テ ィ の 授 業 で 学 ん だ 知 識
を 別 の 学 生 に 教 え る 、 と い う ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ の 仕 組 み に 多 く の 参 加 者 が 興 味 を 抱 い て い
た 。 エ ジ プ ト の 大 学 で は 、 ペ ッ ト ボ ト ル の 削 減 数 を 可 視 化 で き る ア プ リ を 導 入 し て い た り 、 毎 週
学 生 が 職 員 と カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 達 成 に 向 け て 話 せ る 機 会 が あ っ た り と 、 な か な か 面 白 い 策 を
聞 く こ と が で き た 。 そ の 一 方 で ア ジ ア の 大 学 で は 、 学 生 の 環 境 問 題 へ の 意 識 の 高 ま り が 未 だ に 低
い と い う 意 見 が 多 か っ た 。 協 働 し た 台 湾 ユ ー ス や シ ン ガ ポ ー ル の ユ ー ス は 特 定 の 大 学 と の 繋 が り
が あ り 一 緒 に プ ロ ジ ェ ク ト を し て い る よ う だ が 、 C Y J に は そ う い っ た も の が 特 に な い 。 し か し 、
だ か ら こ そ メ ン バ ー の 様 々 な 大 学 の 取 り 組 み を 共 有 し あ っ た り 、 何 か し ら の 協 働 を 今 後 し て み た
り 、 大 学 同 士 の 垣 根 を 越 え た プ ロ ジ ェ ク ト を 行 う こ と も 可 能 な の で は と 色 々 な 可 能 性 を 感 じ た 。

COY17での活動
台湾ユースとの協働

（ 石 川 ）
　 　 　 自 分 た ち が 参 加 し た ワ ー ク シ ョ ッ プ の 中 で 、 食 事 の 際 に 、 イ ン タ ビ ュ ー を 受 け た り こ ち ら
か ら イ ン タ ビ ュ ー を 持 ち か け た り 、 ち ょ っ と し た ス ペ ー ス で 立 ち 話 を し た り 、 な ど な ど C O Y 1 7
で は あ ち こ ち で 気 軽 に 海 外 ユ ー ス と 交 流 す る こ と が で き た 。 2 0 か 国 ほ ど の ユ ー ス と 出 会 っ た よ
う に 思 う が 、 あ ま り に も イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル な 環 境 で 正 確 に 数 え き れ て い な い 。 ワ ー ク シ ョ ッ プ
を 一 緒 に 行 っ た 台 湾 ユ ー ス や シ ン ガ ポ ー ル の ユ ー ス と は 、 C O P 2 7 で の 協 働 や 帰 国 後 の 協 働 に つ
な が る 関 係 構 築 が で き た と 思 う 。 C Y J 側 か ら 持 ち か け た イ ン タ ビ ュ ー で は 、 エ ジ プ ト 人 の 方 に お
話 を 聞 く こ と が で き 、 C O Y 1 7 ・ C O P 2 7 開 催 国 で あ る エ ジ プ ト の 環 境 意 識 に つ い て 生 の 声 を 聞
い た り 、 彼 の 関 わ っ て い る 環 境 活 動 に つ い て も 話 を 伺 え た 。 こ の イ ン タ ビ ュ ー は あ く ま で も イ ン
ス タ グ ラ ム で の 広 報 の た め の 簡 単 な も の だ っ た が 、 会 場 の あ ち こ ち で イ ン タ ビ ュ ー が 行 わ れ て い
た の で 、 今 後 の C O Y で の 活 動 の 1 つ に 加 え て も い い と 感 じ た 。 海 外 ユ ー ス と 深 く 関 わ る こ と が で
き る だ け で な く 、 他 国 の 環 境 問 題 へ の 取 り 組 み に つ い て 現 地 の 人 の 声 を 聞 け る と て も い い チ ャ ン
ス に な る と 思 っ た 。

（ 山 本 ）
　 　 　 C O Y 1 7 ・ C O P 2 7 へ の 参 加 を 通 し て 海 外 ユ ー ス と の 繋 が り を 広 げ る こ と が で き た 。 以
下 、 C O Y 1 7 と C O P 2 7 を 通 し た 海 外 ユ ー ス と の 交 流 に つ い て 、 そ れ ぞ れ 記 す 。
　 　 　 ま ず は C O Y 1 7 。 C O Y 1 7 は 、 数 歩 歩 け ば 違 う 国 の 環 境 に 関 心 の あ る ユ ー ス に 会 え る 環 境
だ っ た 。 全 3 日 間 を 通 し て 、 た く さ ん の ユ ー ス と 出 会 っ て 話 し て 仲 を 深 め ら れ た 。 も ち ろ ん
C O Y 1 7 で 仲 良 く な っ た ユ ー ス の 出 身 国 は 様 々 だ 。 エ ジ プ ト で 開 催 さ れ た C O Y 1 7 で は 、 ア ジ ア
人 で あ る だ け で マ イ ノ リ テ ィ な の で ア ジ ア 人 と い う 理 由 だ け で 注 目 さ れ る こ と も あ っ た 。
　 　 　 次 に C O P 2 7 。 C O P 2 7 に は C O Y 1 7 参 加 者 も 多 数 い た た め 、 両 方 に 参 加 し て い た ユ ー ス と
は 特 に 仲 良 く な れ た 。 C O P 2 7 で は 、 C O Y 1 7 の よ う な ユ ー ス だ け が 集 ま る サ イ ド イ ベ ン ト は な
か っ た 。 た だ し 、 C O P 2 7 で 初 め て 設 置 さ れ た C h i l d r e n  &  Y o u t h  P a v i l i o n （ 子 供 と 若 者
の パ ビ リ オ ン ） で は 、 終 始 ユ ー ス に よ る セ ミ ナ ー が 行 わ れ て い た 。 ま た 、 ラ ン チ 企 画 な ど の ア ジ
ア 太 平 洋 の ユ ー ス で 集 ま る 機 会 も あ っ た 。

海外ユースとの交流

COP27を通したCYJの活動
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イベント名：Climate Justice, Climate Education, 
and 21st-Century Climate Leadership

（気候正義、気候教育、21世紀の気候リーダー）
日時：11/10 15:30-16:30 (UTC+2)

場所：Climate Justice Pavilion (気候正義パビリオン)

Climate Justice Pavilion

COP27でのパビリオン登壇

（髙橋）
　　　毎年COP会場で共同セミナーを開催している、TWYCC
（p.9で紹介した台湾ユース）の招待で、気候正義パビリオンに
て登壇した。セミナーでは、アジア・アフリカ・アメリカのユー
ス11名と共に、気候変動教育や気候正義についてパネルディスカ
ッションを行った。私は、「自らの地域での気候変動教育の現状
と理想的な気候変動教育」というテーマにおいて、日本での気候
変動教育の現状とその改善案について意見を述べた。
　　　登壇にあたり、私一人ではなく日本にいる他のCYJメンバ
ーの意見も取り入れたいと思っていたため、団体内で意見募集を
行った。そして、国際関係学や社会学、心理学を専門とするメン
バーから寄せられた意見に自らの考えも含めつつ、CYJメンバー
の多様な視点から、日本の気候変動教育と国際的に気候変動問題
を先導できるリーダーの育成について発信できたのではないかと
思う。具体的には、気候変動分野において国際的なリーダーシッ
プを発揮する人材を育成するためには、地域と国内外の政策・気
候変動の影響を繋げられる知識・視野及び当事者意識を育む機会
をユースに提供することと、地域社会や経済性とのコベネフィッ
トを強調した教育手法が重要であると述べた。また、一緒に登壇
した様々な国・地域のユースの意見からは、経済的・社会的背景
が違うことによる着眼点の違いを感じられて興味深かった。

イベント名：Japan-Malaysia City to City
Carbon Neutral Collaborations

（日本・マレーシアの都市間連携を中心とし
たカーボンニュートラル優良事例の紹介：

ルックイーストポリシー40周年を記念して）
日時：11/10 17:00-18:30 (UTC+2)

場所：Japan Pavilion 

Japan Pavilion
（内田）
　　　IGES（公益財団法人 地球環境戦略研究機関）の方の招待
で、内田と山本がジャパンパビリオンにて登壇した。セミナーの
テーマは、都市間連携で、IGESが関わったプロジェクトの報告と
各都市の市長からのプロジェクトを通した感想、気づき等を共有
するというものだった。私と山本はプロジェクトの報告の後に設
けられた、30分ほどのパネルディスカッションの登壇者として参
加させていただいた。他の参加者は、ファシリテーターとして
IGESの方とマレーシアの大学教授、パネラーとしてマレーシアで
プロジェクトを担当している機関のメンバーの方が参加された。
ディスカッションテーマはプロジェクトの進捗と成果を聞いた感
想の共有と、ユースとしてどのように都市間連携に関わっていけ
るのかというものであった。
　　　実際に登壇した感想としては、2点ある。1点目は、普段は
なかなか直接意見を届けられないようなハイレベルな方々に、私
たちの意見や考え、提案をすることができた点だ。全てが革新的
であるわけではなく、既に議論されていることではあると思う
が、実際に登壇の場で発言をすることでその議論を力強く後押し
することができたと考えている。2点目は、ユースの声を大切に
してくれていると感じた点だ。私たちの発言を肯定して認め、真
摯に向き合ってくれる方が多かったように感じる。

COP27を通したCYJの活動
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COP27でのパビリオン登壇

Children & Youth Pavilion
（近藤）
　　　11月15日には、Children & Youth Pavilionにて “The
Road to Sustainable Society - From Green Finance and
Energy Issues”と題したポッドキャストを収録した。セミナー
には、韓国（GEYK）、台湾（TWYCC）、そしてイギリスの
若者を招待し、各国における金融政策やエネルギー政策につい
て共有してもらった。まず、CYJから日本の現状を共有した
後、各国のユースと意見交換をした。特にエネルギーについて
は、日本が抱えている課題（立地制約など）は各国ではどのよ
うであるかを共有し合った。その中では、将来を担う若者世代
として政府に対する野心的な目標への期待とともに、政策提言
や具体的なイベント企画、若者の育成を通じていかに貢献して
いけるかという課題感を共有することができた。こうした若者
同士が国の政策を正確に理解、共有する機会は非常に重要であ
ると同時に、今後もネットワークを活かして継続的に議論など
の機会を設けていきたいと感じた。

イベント名：Climate Finance and Energy
@COP27

場所：Children & Youth Pavilion
Listen on Spotify! here

イベント名：Asian Youth Dialogue on Global
Methane Pledge （グローバルメタンプレッジに関

するアジアユース対話）
日時：11/17 16:30-18:30 (UTC+2)

場所：Korea Pavilion



（近藤）
　　　韓国パビリオンにて“Global Methane Pledge”に関する
セミナーに登壇した。セミナーには韓国、中国、台湾のユース
が参加し、各国のメタン政策と、それに対していかにユースが
課題解決に関わっていけるかというテーマでプレゼンとパネル
ディスカッションを行った。私自身は日本のメタン政策につい
て、温暖化政策全般における立ち位置などの観点から説明し、
メタン排出削減に資するユースの取組として、CYJが昨年より実
施しているプラントベースプロジェクトを紹介した。メタンは
家畜から排出されるものも多く、そうした文脈で肉食を減らす
ことはメタン課題解決に資するということである。メタンは、
排出源が各国によって大きく異なり、日本や韓国では農業分野
での排出が大きな位置を占める一方、中国では化石燃料採掘な
どに伴う排出が多く、解決に向けてはどのセクターへの働きか
けが必要なのかが異なる、という点が興味深かった。
　　　日本においては、農業の生産性を保ったままいかにメタ
ンフリーの稲作に移行していくか、ユースとして貢献できる部
分は少ないかもしれないが、勉強会などを通じてまず課題に対
する理解を深めないといけないと感じた。

Korea Pavilion

COP27を通したCYJの活動
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パビリオン見学

（ 高 尾 ）
　 　 　 C O P 2 7 期 間 中 に 参 加 し た セ ミ ナ ー の 中 で 私 が 最 も 滞 在 時 間 が 長 か っ た の は 、 地 中 海 パ ビ
リ オ ン （ M e d i t e r r a n e a n  P a v i l i o n ） で あ っ た 。 B l u e  Z o n e で は 非 常 に た く さ ん の セ ミ
ナ ー が 開 催 さ れ 、 C Y J メ ン バ ー は 個 人 の 興 味 に 沿 っ て 聴 講 し た 。
　 　 　 地 中 海 パ ビ リ オ ン は 、 地 中 海 地 域 の パ ー ト ナ ー シ ッ プ と 団 結 の 意 思 を 示 す た め に 、
C O P 2 7 で 初 め て 設 置 さ れ た 。 途 上 国 関 連 、 特 に ア フ リ カ 地 域 に 関 心 が あ っ た 私 は 、 北 ア フ リ カ
諸 国 と 南 ヨ ー ロ ッ パ 、 そ し て 国 際 機 関 が ど の よ う な 連 携 を し て い る の か を 紹 介 す る セ ミ ナ ー に 複
数 参 加 し た 。 こ の パ ビ リ オ ン で は 毎 回 ア フ リ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ 、 ア ジ ア 地 域 と い っ た 様 々 な 地 域 か
ら の ス ピ ー カ ー が 登 壇 し て い る の が 特 徴 的 で あ っ た 。 セ ミ ナ ー の 中 で は 各 国 間 の 公 的 機 関 の 連 携
が 重 要 視 さ れ て お り 、 他 の パ ビ リ オ ン に て 途 上 国 か ら の 登 壇 者 で 散 見 さ れ た 金 銭 的 支 援 ・ 協 力 を
求 め る 意 見 は こ の パ ビ リ オ ン 内 で も 強 調 さ れ て い た 。 議 長 国 エ ジ プ ト か ら 投 資 、 教 育 、 エ ネ ル ギ
ー な ど の 二 国 間 パ ー ト ナ ー シ ッ プ に 力 点 が 置 か れ る こ と も 多 く あ っ た が 、 ア フ リ カ と ヨ ー ロ ッ パ
を 跨 ぐ 地 域 で の 連 携 を 強 調 す る パ ビ リ オ ン を C O P 2 7 で 設 置 す る こ と に 大 き な 意 義 が あ っ た と 感
じ る 。

Mediterranean Pavilion

Japan Pavilion
（ 近 藤 ）
　 　 　 ジ ャ パ ン パ ビ リ オ ン は 、 例 年 通 り セ ミ ナ ー ス ペ ー ス と 技 術 展 示 ス ペ ー ス に 分 か れ て い た 。
セ ミ ナ ー ス ペ ー ス で は 1 日 に 4 回 ほ ど セ ミ ナ ー が 開 催 さ れ 、 中 央 官 庁 （ 経 済 産 業 省 や 環 境 省 ） や
公 的 機 関 （ 東 京 大 学 や N E D O な ど ） が 海 外 の 要 人 を 招 待 す る な ど し て 、 9 0 分 ほ ど の プ レ ゼ ン ＋
パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を 行 っ て い た 。 一 方 で 技 術 展 示 ス ペ ー ス で は 、 三 菱 電 機 や 東 芝 な ど 主 に
日 本 の メ ー カ ー が 脱 炭 素 に 資 す る 技 術 の リ ア ル 展 示 を 行 っ て お り 、 訪 れ た 人 に 対 し て 担 当 者 が 詳
細 説 明 を し て い た 。 他 国 比 較 で 特 徴 的 だ っ た の は 、 是 非 は と も か く セ ミ ナ ー で デ ィ ス カ ッ シ ョ ン
に 割 か れ る 時 間 が 少 な く 、 登 壇 者 が 一 方 的 に 資 料 説 明 を す る 時 間 が 多 か っ た よ う に 思 わ れ る 。 海
外 の 参 加 者 に ジ ャ パ ン パ ビ リ オ ン の 感 想 を 聞 く 機 会 が あ っ た が 、 諸 外 国 の も の と 比 べ て 参 加 者 自
身 の 本 音 を 聞 く 機 会 が 少 な い の は 残 念 と い う 声 も あ っ た 。 他 方 で 、 技 術 展 示 は 海 外 の ユ ー ス も 含
め て 強 い 関 心 を 持 た れ て い た よ う に 感 じ た 。 脱 炭 素 に 向 け て は 、 や は り 日 本 の 技 術 に 対 す る 期 待
感 が 根 強 い こ と が 実 感 で き た 。

セミナーの様子

　←地中海パビリオン
　パートナーシップを強調する傾向
　
　西アフリカ地域（ガーナ）パビリオン→ 

　金銭的支援・協力を促す傾向　

COP27を通したCYJの活動
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←セミナーの様子
外観→



パビリオン見学

（ 内 田 ）
　 　 　 個 人 的 に 面 白 か っ た の は W o r l d  B a n k  G r o u p の パ ビ リ オ ン だ 。 世 界 銀 行 が 携 わ っ て い
る プ ロ ジ ェ ク ト の 説 明 や 、 そ の 現 状 、 課 題 に つ い て が 主 な テ ー マ で あ っ た 。 私 が 参 加 し た セ ミ ナ
ー の 全 て の 登 壇 者 が 、 ア フ リ カ を 中 心 と し た 各 国 の 大 統 領 な ど の 要 人 や 国 連 機 関 の 方 だ っ た こ と
も あ り 、 参 加 し て い る 人 は 基 本 的 に は 政 府 関 係 者 か 国 連 関 係 者 の 方 で あ っ た 。 セ ミ ナ ー の 席 で は
ユ ー ス や 日 本 人 を 見 る こ と は な か っ た 。
　 　 　 私 が 個 人 的 に 面 白 い と 感 じ た の は 、 参 加 者 層 の 特 異 な 点 は も ち ろ ん の こ と 、 デ ー タ に 関 す
る あ る セ ミ ナ ー の 内 容 に あ る 。 地 域 ご と の デ ー タ の 正 確 性 と 現 実 と の ギ ャ ッ プ （ 島 嶼 国 や 小 国 、
ア フ リ カ 地 域 で は ギ ャ ッ プ が 大 き い 傾 向 が あ る ） や 、 デ ー タ の 量 と 質 の 向 上 に ど う フ ァ イ ナ ン ス
を つ け る か と 言 っ た 切 り 口 か ら 議 論 を 展 開 し て い た 点 が 非 常 に 新 鮮 で あ っ た 。 地 域 や デ ー タ の 種
類 ご と の コ ス ト の 分 類 や 、 デ ー タ か ら 読 み 取 れ る 異 な る 潜 在 災 害 リ ス ク へ の フ ァ イ ナ ン ス モ デ ル
の 構 築 も 論 点 に 挙 が っ て い た 。 結 論 と し て は 、 機 関 横 断 や 既 存 の デ ー タ ベ ー ス 間 の 互 換 性 を 高 め
る こ と な ど だ っ た が 、 デ ー タ を 議 論 す る 際 の 論 点 を 理 解 す る こ と が で き た 点 は 大 変 勉 強 に な っ
た 。 日 本 で は デ ー タ の 使 い 方 に 関 し て 、 そ れ 自 体 が テ ー マ に な る こ と は あ ま り 見 ら れ な い が 、 気
候 変 動 リ ス ク を よ り 正 確 に 評 価 す る た め に 、 こ の 点 に 関 し て も っ と オ ー プ ン に 議 論 を し て い く べ
き で は な い か と 感 じ た 。

World Bank Group Pavilion

Ukraine Pavilion
（ 髙 橋 ）
　 　 　 パ ビ リ オ ン 出 展 に は 多 額 の 費 用 が か か る た め す べ て の 国 が ブ
ー ス を 持 て な い 中 、 C O P 2 7 で 初 め て の ウ ク ラ イ ナ パ ビ リ オ ン が 設
置 さ れ た 。 戦 争 を テ ー マ に 、 映 像 や V R 、 攻 撃 に よ り 破 壊 さ れ た 木
や 土 な ど が 展 示 さ れ て い た 。 パ ビ リ オ ン は 、 小 規 模 な が ら も 高 さ や
デ ィ ス プ レ イ 展 示 を 活 用 し た つ く り で 、 充 実 し た 構 成 だ っ た 。
　 　 　 特 に 印 象 的 だ っ た の は 、 攻 撃 を 受 け た 後 の ウ ク ラ イ ナ の 街 を
体 験 で き る V R で あ る 。 か つ て の 姿 が 想 像 で き な い ほ ど 破 壊 さ れ た
建 物 、 車 、 橋 な ど が 脳 裏 に 焼 き 付 い た 。 そ の 情 景 か ら は 、 エ ネ ル ギ
ー 危 機 や 食 糧 危 機 と い っ た ニ ュ ー ス で 見 聞 き し た 社 会 問 題 を 表 す 言
葉 だ け で は 想 像 で き な い 、 現 地 の 人 々 の 日 常 や 現 在 の 生 活 に つ い て
思 い を 巡 ら す き っ か け に な っ た 。 ま た 、 銃 痕 が 刻 ま れ た 木 や 劣 化 し
た 土 壌 も 記 憶 に 残 っ て い る 。 そ れ ら の 戦 争 に よ り 破 壊 さ れ た 生 態 系
が 回 復 す る に は 、 5 0 年 以 上 も か か る そ う だ 。
　 　 　 C O P 2 7 で は 損 失 と 損 害 が 注 目 さ れ た が 、 気 候 変 動 の 文 脈 以
外 で の 「 損 失 と 損 害 」 を 感 じ た パ ビ リ オ ン で あ っ た 。

World Bank Group Pavilionにて
私が参加したサイドイベントの多くでは、
日本人の参加者はほとんどいなかった

COP27を通したCYJの活動
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COY17 エジプト事情




最初に乗り込んだCOY17派遣者は、まず初めての地で生き

延びる方法を学ぶ必要があった。トイレにトイレットペー

パーがない、シャワーは冷水のみ、会場にWi-Fiがないの

にSIMが動かない、車がないとどこにも行けないなかタク

シーは交渉から、スーパーは一ヶ所だけなど、枚挙にいと

まがない。未知の地に何とか適応しようと初めの数日間は

必死で過ごしていた。皆さん、エジプトに行く際はポケッ

トティッシュを忘れずに⋯。

GREEN ZONE BLUE ZONE




メディアを通じた発信 





COY17・COP27派遣期間中、派遣・国内メンバーの協力

によって毎日のSNS上での発信をすることができた。

Facebook、Instagram、Twitterでは会場の写真をコメ

ントと共に紹介し、ホームページのブログでは派遣メンバ

ーが日々感じたことを現地から報告した。CYJの独自メデ

ィア以外でも、読売新聞にCYJの活動を取り上げていただ

いた。記事にしていただいた活動は、COY17への参加、ジ

ャパンパビリオン、韓国パビリオンでの登壇である。

2日目くらいに完成したアーチ（会場整備が現在進行中であった⋯笑）

Column
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（望月）　　　
　　　COP26では、2015年のCOP21で採択されたパリ協定における1.5℃目標を目指して全締約国が努力することが合意され、石炭
火力の「段階的な削減」が成果文書に盛り込まれた。採択内容のうち、NDCの引き上げなど各国が自国の目標に対して強力なコミッ
トメントを打ち出すはずであったが、COP27開幕前に国連に計画を提出したのはパリ協定締約国193か国中24か国であった
（UNFCCC, 2022）。その所以で、COP27は実施（Implementation）のためのCOPと呼ばれ、「グラスゴー気候合意」の中で決定
された緩和作業計画の策定、緩和に関するハイレベル閣僚級対話、適応資金の倍増などについて具体的、包摂的で大規模な議論が進
むことが期待されていた。当初エジプト議長国は、1.5℃目標達成のための緩和策、現実となっている異常気象への具体的な適応策、
先進国による1000億ドルの資金提供を含む気候変動資金について、官民連携して合意を行動へ移すことを目的としていた。結果とし
て、アフリカ・途上国での開催となったこともあり、今回採択された「シャルム・エル・シェイク実施計画」では主に途上国支援に
関して焦点が当たった。

COP27の概要

議題設定

SSH実施計画概要
（高尾）　　　
　　　COP27で決定された「シャルム・エル・シェイク実施計画」では、10枚のドキュメントで16にわたる項目について記載され
た。内訳としては科学的知見と行動の緊急性、 野心的な気候変動対策の強化と実施、エネルギー、緩和、適応、ロス＆ダメージ、早
期警戒と組織的観測、公正な移行に向けた道筋、資金支援、技術移転、パリ協定13条の強化された透明性枠組み、グローバル・スト
ックテイク （GST）、パリ協定6条（市場メカニズム）、海洋、森林、非国家主体の取組の強化等を含む内容が決定された。同決定
文書は、昨年のCOP26全体決定「グラスゴー気候合意」の内容を踏襲しつつ、緩和、適応、ロス＆ダメージ、気候資金等の分野で、
締約国の気候変動対策の強化を求める内容となった。
　　　COP27は、アフリカCOPということもあり途上国に焦点が当たったCOPであった。途上国からの議論で欠かせないのが気候資
金についてである。COP27では、世界全体の資金の流れを気候変動の取組に整合させることを目的としたパリ協定2条1項(c)に関する
理解を促進するための「シャルム・エル・シェイク対話」の開始を決定したほか、グラスゴー気候合意で決定された先進国全体によ
る適応資金支援の倍増の取組に関する報告書作成が決定された。 その他、生物多様性と気候変動への統合的対処、都市の役割、公正
な移行等が記載された。ユースや子供たちの役割についても記述されており、世代間の衡平性と将来の世代のための気候システムの
安定性維持の重要性を認識し、気候変動に関する政策や行動の実施プロセス・国家代表団や交渉担当者としてユースを含めることの
検討などユースの参画を推進する内容が含まれた。
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（内田）　　
　　　始めに全体の議論を概観する。論点としては、具体的な適応の実施と資金の2点がある。
　　　適応の実施に関しては、COP26でGGA（適応に関する世界全体の目標）に関するグラスゴー・シャルムエルシェイク作業プロ
グラム（GlaSS）がアフリカグループから提案され、決定文書に採択された。GlaSSの主な議題は、適応の進捗評価に必要な方法論、
指標、データ及び測定技術、ニーズ、支援の理解や国別適応計画（NAP）の実施強化、脆弱な発展途上国における適応措置の実施強
化である。これらを踏まえ、COP27ではGlaSSのワークショップの中で取り上げられた議題に関する報告と審議を実施した。その中
で、先進国と途上国で対立する主張が展開され、各国の事情に即した継続的支援努力のプロセスを評価すべきと言う先進国に対し
て、途上国のニーズにあった目標設定とそのコミットメントを評価すべきという途上国の主張がある。これらを踏まえ、COP27では
GGAの達成およびその進捗のレビューの指針となるべき“枠組み”について、COP28での採択を視野においた議論を来年実施すること
が決定された。資金に関しては、無償資金供与が多くを占める公的資金に依存している状態からの脱却は進んでいない。COP26の決
定では先進国が拠出する適応資金を2025年までに2019年比で少なくとも倍増するという約束が含まれており、COP27では具体的なロ
ードマップを検討した。議論は、UNFCCCの下に設置されている資金常設委員会に対し、適応資金の倍増に関する報告書を作成し、
来年のCMA5（パリ協定締約国会合）で検討対象とするよう要請することで終着した。交渉外では、適応資金へのプレッジが発表さ
れ、日本も今年初めの600万米ドルのプレッジに加えて、追加で600万米ドルの拠出を約束した。
　　　次に適応について会場でのサイドイベント等を通じた個人の所感を述べる。
　　　1つ目はアフリカ諸国の適応の位置付けに関してだ。政府関係者に資金を呼び込むのはどうしてかと言う質問をした際に、緩
和やロス＆ダメージよりも適応の優先順位を高く見ていると伝えてくれた。その理由としては、植民地支配の時代に多くのものを失
い、それを補完するために先進国は助けるべきだと述べていた。この理由からは明確な緩和と適応の優先度合いの違いについては見
えないが、推察するに、現地では緩和を待つことができないほど気候変動の影響が身近であることからいち早く適応の施策を求めて
いる、もしくは、政治的な工作で私を企業の人と認識して適応に資金を出すよう訴えたかったと言うようなことが考えられる。
　　　2つ目の資金に関しては、森林が豊かなコンゴ民主主義共和国の方は、森林のカーボンクレジットに期待していると主張して
いた。カーボンクレジットを持っているアフリカなどの途上国とカーボンデット（負債）を負っている先進国と言う構造があるはず
なのに、現在はクレジット側は利益を得られず、デット側は負担を負わず、不平等であるということを理由として述べていた。ただ
し、エジプトなど砂漠が多いアフリカの地域ではこの議論は通用しない（インドネシアやブラジルがパートナーとして候補に上がっ
ていた）ため、地域ごとの足並みは揃っていないことがよくわかった。また、各国で持てる自然資本をどのように活用して資金を獲
得しようとしているのかという観点から資金の議論を追うこともできるのだと新しい視点を見つけられた。

適応

緩和
（近藤）　　　
　　　緩和分野では、昨年のCOP26の全体決定である「グラスゴー気候合意」の内容を引き継ぎ、具体的な実施計画の策定が期待さ
れていた。COP27の全体決定「シャルム・エル・シェイク実施計画」では、2023年までに1.5℃目標に整合的な温室効果ガス排出削
減目標（NDC）を設定していない締約国に対して、目標の再検討や強化を求めることが盛り込まれた。また、全ての締約国に対し
て、排出削減対策が講じられていない石炭火力発電の逓減や、非効率な化石燃料補助金からのフェーズアウトを含む努力を加速する
ことを求める内容が含まれた。
　　　加えて、COP27では、2030年までの緩和の野心と実施を緊急に高めるための「緩和作業計画」が策定された。同計画では、前
提として、IPCCが1.5℃の気温上昇では気候変動の影響が2℃の場合よりはるかに小さくなると評価していることや、気温上昇を
1.5℃に抑える努力を追求することを決意したことが留意された。また計画期間を2026年までとし、毎年議題として取り上げて進捗を
確認すること、全てのセクターや分野横断的事項（パリ協定6条（市場メカニズム）の活用含む）等について対象とすること、最低年
2回のワークショップの開催と報告という一連のサイクル、非政府主体の関与、緩和作業計画の成果を閣僚級ラウンドテーブルで毎年
議論することなどが盛り込まれた。日本は、全てのセクターを対象とすることや分野横断的事項の必要性を指摘し、これらが計画に
反映された。一方で、先進国が新興国に対して野心的な削減目標の設定を促す一方で、新興国はこれに対して強く警戒したこともあ
り、議論は難航した。最終的には、この計画が「新しい目標やゴールを課すものではない」といった文言が入り、期待されていたよ
うな世界全体での緩和策の底上げには不十分だったのでは、といった声もある。
　　　来年のCOP28では、2年間の気候変動対策評価の成果物である「グローバル・ストックテイク」が提出され、また今回の緩和
作業計画の進捗が共有されることになるだろう。ウクライナ情勢等を受け、世界が気候変動対策に足踏み状態となっている現状の中
ではあるが、現状評価や各国の削減ポテンシャルを踏まえ、COP28でも引き続き1.5℃目標への野心、またその達成のための具体的な
決定が共有・強化されることを期待する。

COP27の概要
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エネルギー
（近藤）
　　　エネルギー分野では、COP26以降、主要国の基本的な政策の方向性に変化はなかったものの、ロシアによるウクライナ侵攻等
を背景に、主要国で再生可能エネルギー（以下再エネ）・化石エネルギーの分野におけるエネルギー安定供給のための制度整備が進
展した。COP27においては、今後一層のエネルギー需要増加が見込まれる途上国への財政面・技術面の支援が重要な論点になり、途
上国の低炭素化ニーズに先進国がどのように応えて支援していくのかが鍵の一つとなった。具体的には、再エネニーズに対しては、
欧米や中国が財政面等での支援を活発化し、 化石エネルギーニーズに対しては、CCUS／カーボンリサイクルや脱炭素燃料との混焼
技術等の低炭素技術のいち早い適用がより重要とされた。
　　　その中でも、COP27でよく聞かれた「公正な移行（Just Transition）」に焦点を絞り、エネルギー分野での進捗を記す。「公
正な移行」とは、脱炭素社会への移行期における産業構造や生活慣習の変化に伴い、社会的な悪影響（雇用喪失や既存産業の衰退に
よる）が生じるのを防ごうというものだ。特に、COP27が開かれた中東地域やアフリカ諸国では、この問題は深刻であり、先進国が
途上国と協力しながら解決に向けて取り組むことが重要となっている。COP27では、石炭火力の早期閉鎖と再エネ拡大を目指す国際
的なパートナーシップである「公正なエネルギー移行パートナーシップ」（JETP）が拡大した。これは、昨年のCOP26で、欧米諸
国（フランス、ドイツ、英国、EU、アメリカ）が南アフリカの脱炭素化を目指して締結したのが始まりだ。JETPはパートナー国の
化石燃料から再エネへの移行を進める一方、炭鉱労働者の雇用確保や地域社会の混乱防止に力を入れる。11月に行われたG20サミッ
トでは、日本も加わり、インドネシアを対象とした脱石炭・再生エネルギー導入加速のためのJETPを開始したとする共同声明を発表
した。今後3～5年間で官民合わせて200億ドル（約2兆8000億円）を拠出する計画とのことだ。
　　　COP28に向けては、各国の再エネへの移行と化石燃料からの脱却の加速化はもちろん重要だが、どうしても取り組みが遅れて
しまう、またトランジションの中での急激な社会変革に立ち向かう必要のある国々に対して、先進国が主導しながら国際的な連携を
強め、グローバルに、迅速かつ「公正」な脱炭素化を進めていけるかが焦点となりそうだ。

損失と損害（ロス＆ダメージ）
（山本）　　　 
　　　「ロス＆ダメージが議題に入った。」COP27の2日目の夕方、COP会場からホテルに向かうためにバスに乗ると、気候ネット
ワークの方からそんな話を聞いた。ロス＆ダメージは「気候変動の悪影響に伴う損失及び損害」のことだ。ロス＆ダメージの始まり
は、小島嶼国などの気候変動の文脈における脆弱国が中心となって、適応ではカバーしきれない気候変動の影響に対する補償につい
て話し合おうとしたことである。ロス＆ダメージは先進国の負担増加につながるため、支援をする側と受ける側の間で対立が起きや
すい。しかし、COP27ではロス＆ダメージが議題に採択された。このせいもあってか、ストックホルム環境研究所等で、COP27は
Adaptation（適応） COPとも呼ばれている。
　　　ロス＆ダメージの議論の興隆のきっかけは2022年6月に発生したパキスタンの大洪水がきっかけと言われている。BUSINESS
INSIDER INDIA等の報道によれば、同年8月末までにパキスタンの国土の3分の1が浸水し、死者は1500人を超えるとされている。
このような甚大な自然災害が起こると、その復興に莫大な時間とお金が必要となる。REUTERSによると、パキスタンの大洪水の被
害総額は2022年9月時点で3兆9000億円に及ぶ。この一件を受けて急遽、ロス＆ダメージがCOP27の議題として含まれることとなっ
た。なお、COP26における合意より、COP27では勝負の10年間（=2020年代）に「緩和の野心及び実施の規模を緊急に拡大するため
の作業計画（MWP）」の採択を目指し、COP28ではグローバルストックテイクの成果物の検討を実施し、COP29では2025年以降の
長期資金に関する議論が行われる予定であった。
　　　COP27のロス＆ダメージに関する成果としては、「サンティアゴ・ネットワーク」の運用に向けた制度づくりが進められたこ
とが挙げられる。「サンティアゴ・ネットワーク」とは、ロス＆ダメージを受けやすい脆弱国に対して地方、国、地域レベルで技術
的支援を促進するための関連機関のネットワークである。気候変動の影響がすでに世界中で出てきていることを鑑みると、ロス＆ダ
メージは早急に制度づくりの段階を完了し、Implementation（実装）に移されなければならない。

COP27の概要
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生物多様性と気候変動
（古賀）　　　
　　　気候変動問題と並び国際社会で注目されている環境問題の一つに、生物多様性の損失がある。生物多様性に関する議論は、気
候変動枠組条約締結と同年の1992年に締結された「生物多様性に関する条約」からより活発化してきた。COP27会期の約2週間後に
あたる2022年12月7日～19日に、カナダのモントリオールにて開催された生物多様性条約第15回締約国会議第二部（CBD/COP15）
では、「生物多様性戦略計画2011-2020及び愛知目標」に代わる世界目標として、2030年を達成目標とする全23のターゲットを持つ
「昆明・モントリオール世界目標」を含む「ポスト2020生物多様性世界枠組（GBF）」が採択されるなど、気候変動分野における
COP21と同等の転機となる会合となった。ターゲットでは、先住民及び地域社会に配慮した陸域・海域の30%の保全（30by30）、
自然を基盤とした解決策（NbS）等を用いた気候変動緩和・適応・防災能力の回復及び強化などの自然の管理・活用に関するものか
ら、ビジネスにおける影響評価・情報公開等の奨励、情報・政策決定の参加、司法へのアクセスの機会均等など、多岐にわたる政策
アジェンダが合意された。実施のフェーズに入る生物多様性保全策とCOP27を経た気候変動政策の連関は、今後より一層顕在化する
ことが予想され、自然との向き合い方が今問われているように感じる。

パリ協定6条（市場メカニズム）
（髙橋）
　　　パリ協定6条では、温室効果ガスの排出削減量の「取引」に係るルールについて話し合われている。主な条項は、取引のルールに関する2
項・4項（市場メカニズム）と取引を行わない非市場アプローチと呼ばれる8項の3つである。また6条は、欧州地域が主導権を握る国連のルー
ルメイキングにおいて、数少ない日本が先導している交渉分野でもある。それもあり、質の高い炭素市場構築に向けた「パリ協定6条実施パー
トナーシップ」の立ち上げイベントが、11月16日にジャパンパビリオンで開催された。6条交渉の概要に関しては、昨年のCOP26で、パリ協定
の最後のピースと言われた6条の大枠が合意し、5年間にわたって議論されてきたパリ協定のルールブックが完成した。そしてCOP27では、6条
をImplementation（実施）していくための詳細ルール策定に関するテクニカルな議論がなされ、概ね予定通りの決定となった。6条の実施に
おいては、排出削減量の国際的な移転（2項）や削減量として国連に認められたクレジットの取引（4項）を行う際に、相当調整による二重計上
の防止及び定期的な報告や登録簿を用いた管理運用体制を整備することで、「環境十全性（Environmental Integrity）」と「透明性
（Transparency）」を保証できるかが注視されている。実際に会議場内でもこの2つのワードが頻繁に飛び交っていた。特に、EUやAILAC
（中南米・カリブ海独立連合：チリ、ペルー、コロンビア、コスタリカなど）といった交渉グループが積極的に発言していた。
　　　次に、COP27では非政府主体（企業やNGOなどの政府以外のアクター）の活発な活動が目立ったが、6条関連でも交渉外で色々な動きが
見られたので、特に印象的だったものを紹介する。まず、6条は私が知っている中で唯一、会期中に出される文書案に対してユースの提言書
（非公式）が作成・配布される。その提言書の中で個人的に印象に残っていることが、6条の決議文書において先住民族をはじめとする人権に
関する言及がないことへの警鐘だ。もちろん、登録簿の仕様や報告、二重計上防止を着実に行うための管理運用体制に関する指摘もあったが、
6条の運用段階に一見関係がないような「人権」が重要視されていることが印象的であった。つまり、いくら制度的に完璧に運用できるような
仕組みを作っても、そこに「人権」への考慮がなければ、実社会においては運用できないということであろう。また、提言を主に行っている非
政府主体は、各国政府が「排出量の削減」をいかに真剣に、成果を伴って実施する「意志」があるかを注視しているように感じた。その姿勢か
らは市場メカニズムにおける排出権取引に対して、排出削減国へのインセンティブを含む経済活動や排出量測定における国家間の連携を促すこ
とに繋がるかもしれないが、「市場メカニズム」に頼りすぎてしまうと、排出量を移転しているだけで、世界全体の排出量削減には繋がらない
のではないかと危惧していることが感じられた。
　　　そして、6条4項クレジットの取引に向けた国連の運用体制が整うまで、まだ2～3年はかかると言われている中、民間主導の炭素市場の
構築や新たなイニシアティブの立ち上げが、昨年のCOP26閉会後から非常に活発になっている。私もいくつかの立ち上げイベントに参加した
が、具体的な管理運用体制や市場規模を検討するのではなくて、「環境十全性や透明性を担保する」や「パリ協定6条に準ずる」といった概念
的な発言が多かった。発言している側も6条の複雑な仕組みや専門用語の概念がきちんと理解できていないのかもしれないと感じた。いずれに
しても、各イニシアティブが立ち上げイベントで終わらないように、より専門的な制度設計と実装力に注目したい。

12月16日に開催されたCBD/COP15のサイドイベントに
CYJ代表・古賀がオンライン登壇→
"Intergenerational Dialugue for Strengthening Linkages
between Biodiversity and Climate"
（Photo by IISD/ENB）

COP27の概要

18

https://a6partnership.org/


最 も 知 り た か っ た こ と
大 き く 3 点 に 分 け て 記 述 す る 。
1 .
　 　 　 C O P 2 7 に 参 加 す る に あ た り 、 学 び た い と 思 っ て い た こ と は 、 「 資 金 を 呼 び 込 む 論 理 」 を
当 事 者 か ら 伺 い た い と い う こ と だ っ た 。 こ の 問 い に 対 す る 自 分 な り の 答 え と 考 え を 得 る こ と が で
き た と 思 う 。 基 本 的 に は C O P 2 7 参 加 期 間 中 、 様 々 な サ イ ド イ ベ ン ト に 出 る 中 で フ ァ イ ナ ン ス の
議 論 を 追 っ た が 、 そ こ で 印 象 的 だ っ た の は 、 カ ネ 金 m o n e y の オ ン パ レ ー ド で あ っ た こ と だ 。 そ
の 根 拠 は 、 途 上 国 は 先 進 国 に 比 べ て 経 済 が 弱 い か ら 発 展 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め に 投 資 が 必 要
で あ る と い う も の や 気 候 変 動 の 影 響 を 最 も 受 け る か ら 必 要 と い う も の な ど 、 不 平 等 を 核 に し た 主
張 だ っ た 。 資 金 を 受 け 取 っ た 後 の 具 体 的 な 使 い 方 は 、 太 陽 光 パ ネ ル な ど の エ ネ ル ギ ー 系 ば か り で
あ り 、 教 育 や 第 一 次 産 業 の 持 続 可 能 な モ デ ル へ の 転 換 等 エ ネ ル ギ ー イ ン フ ラ 以 外 で は 具 体 案 は 聞
か な か っ た と 記 憶 し て い る 。 そ の 理 由 と し て は 、 エ ネ ル ギ ー ア ク セ ス が で き な い 世 帯 が 人 口 の 半
数 ほ ど い る と い う ア フ リ カ 地 域 で は 、 貧 困 や 不 平 等 へ の 対 応 の 優 先 順 位 が 高 い と い う こ と が 考 え
ら れ る 。 以 上 の よ う な サ イ ド イ ベ ン ト で の 議 論 や 、 個 人 的 に ア フ リ カ の 政 府 関 係 者 に 話 を 聞 く 中
で 、 生 活 水 準 の 向 上 を 焦 点 に 経 済 発 展 が 気 候 変 動 対 策 よ り も 優 位 に あ り 、 気 候 変 動 を 通 じ て 資 金
を 呼 び 込 み 、 い か に グ リ ー ン な 方 法 で 発 展 す る か と い う 発 想 で 対 応 し て い る こ と が わ か っ た 。

2 .  若 い 世 代 で の 気 候 変 動 の 動 き
　 　 　 海 外 ユ ー ス な ど と の 交 流 を 通 じ て 、 特 に 交 流 の 多 か っ た ア ジ ア の 先 進 国 の 中 で は 、 気 候 変
動 が 高 等 教 育 者 の 中 で の ム ー ブ メ ン ト で あ る こ と を 感 じ た 。 こ れ は 各 国 で の 気 候 変 動 へ の 意 識 の
高 ま り は 若 い 世 代 で ど う な の か を 聞 い た 結 果 や 、 来 て い る ユ ー ス の 多 く が 留 学 を し て い た り 、 修
士 博 士 課 程 に 進 学 し て い る こ と な ど を 踏 ま え て 個 人 的 に 思 っ た 部 分 で あ る 。

3 . ジ ェ ン ダ ー
　 　 　 特 に ア フ リ カ の 政 府 関 係 者 は 男 女 比 が 同 じ く ら い の よ う に 感 じ 、 環 境 大 臣 な ど 政 府 大 臣 は
女 性 の 方 が 多 い 印 象 を 受 け た 。

　 　 　 最 後 に 、 C O P 2 7 の 会 場 で な け れ ば お 会 い で き な い 方 々 と お 会 い し 、 様 々 な 経 験 、 取 り 組
み や 気 候 変 動 に 対 す る 考 え 方 を 勉 強 し 、 と て も 刺 激 を 受 け た 。 気 候 変 動 に 限 ら ず 、 物 事 の 考 え 方
な ど 根 本 的 な 部 分 で も 学 ぶ 部 分 が 大 変 多 か っ た 。 二 次 ・ 三 次 の デ ー タ ・ 情 報 で は な く 実 際 の 第 一
人 者 や 当 事 者 な ど か ら 一 次 情 報 を 知 る こ と の 重 要 さ を 身 を も っ て 知 る こ と が で き た 。 こ の よ う な
貴 重 な 経 験 を さ せ て く れ た C Y J や 様 々 教 え て 下 さ っ た 方 々 に 深 く 感 謝 し ま す 。

派遣メンバーの学んだこと＆感想
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山本 陽来

　 　 　 C O P 2 7 参 加 の 目 的 は 三 つ あ っ た 。 一 つ は 、 エ ネ ル ギ ー に 関 す る 知 見 を 広 げ る こ と 。 も う
一 つ は 気 候 変 動 の 影 響 を 受 け る 国 が 多 い ア フ リ カ か ら の 参 加 者 の 話 を 聞 く こ と 。 加 え て 、 海 外 ユ
ー ス と の 繋 が り を 作 る こ と だ っ た 。
　 　 　 現 地 で 学 ん だ こ と は 五 つ あ る 。 一 つ 目 は C O Y 1 7 で 話 し た レ ソ ト 人 の ユ ー ス か ら 聞 い た 話
だ が 、 ア フ リ カ の 途 上 国 で は イ ン フ ラ な ど が 確 立 し て い な い た め 、 気 候 変 動 関 係 に 限 ら ず 、 デ ー
タ 収 集 な ど が 難 し い 状 態 に あ る こ と 。 気 候 変 動 対 策 も ま ず は 実 態 の 把 握 か ら 始 ま る が 、 そ れ が で
き な い よ う だ 。 次 に 、 C O Y や C O P に は 気 候 変 動 の 影 響 を ひ ど く 受 け て い る よ う な 当 事 者 は 来 て
い な い と い う こ と 。 当 た り 前 だ が 、 お 金 や 時 間 的 余 裕 が な い 人 は C O Y や C O P に は な か な か 参 加
で き な い 。 ハ イ レ ベ ル の 会 議 で は 仕 方 の な い こ と か も し れ な い が 、 C O P 2 7 も 当 事 者 不 在 の ま ま
議 論 が 進 め ら れ て い た よ う だ 。 三 つ 目 は 、 エ ジ プ ト で 水 シ ャ ワ ー を 浴 び て 思 っ た こ と だ が 、
S D G s は 西 側 の 押 し 付 け な の で は な い か と い う 問 題 意 識 だ 。 こ れ ま で 電 気 な し で 幸 せ に 生 き て き
た 人 に 対 し て 電 気 を 強 引 に 導 入 さ せ る こ と が 果 た し て 正 義 な の だ ろ う か 。 私 に は お 湯 の な い 生 活
を し て い る 人 た ち が 「 持 た ざ る も の 」 と は と て も 思 え な か っ た 。 最 後 は 、 ユ ー ス も 一 人 前 の 意 見
を 持 っ て い る と い う こ と へ の 気 づ き だ 。 C O P 2 7 で 出 会 っ た チ ュ ニ ジ ア 人 の ユ ー ス は パ リ 協 定 6
条 の 交 渉 官 を し て い る と 言 っ て い た 。 ま だ 3 0 歳 に 満 た な い ユ ー ス で も 一 国 を 代 表 し て 交 渉 し て
い る と 知 っ て 軽 く シ ョ ッ ク を 受 け た 。 今 後 は 一 人 前 に 自 信 を 持 っ て 意 見 で き る よ う に な り た い と
強 く 思 っ た 。
　 　 　 今 回 の C O P 2 7 は 特 に I m p l e m e n t a t i o n （ 実 装 ）  C O P と 言 わ れ て い た 。 C O P の 議 論
も ゆ っ く り で は あ る が 着 実 に 理 論 か ら 実 装 へ と フ ェ ー ズ が 移 っ て い る よ う だ 。 私 も そ の 流 れ に 乗
っ て 、 今 後 は よ り 具 体 的 な 事 例 や デ ー タ を 参 考 に し な が ら よ り 実 装 に 近 い 部 分 の 勉 強 を し た い 。

派遣メンバーの学んだこと＆感想
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　 　 　 私 の C O P 2 7 へ の 参 加 目 的 は 、 関 心 分 野 の 探 求 と C O P 2 7 へ の 参 加 を き っ か け と し た 国 ・
世 代 を 越 え た 継 続 的 な 関 係 構 築 の 2 つ に 分 け ら れ る 。 関 心 分 野 に 関 し て は 、 パ リ 協 定 6 条 の ル ー
ル メ イ キ ン グ の 現 場 と 気 候 変 動 分 野 に お け る 自 然 資 本 へ の 注 目 度 を 、 自 分 の 目 と 耳 で 知 り た か っ
た 。 継 続 的 な 関 係 構 築 に 関 し て は 、 国 連 の ル ー ル メ イ キ ン グ の 場 に お け る 、 日 本 ユ ー ス 及 び 他 国
の ユ ー ス の プ レ ゼ ン ス の 確 認 を 行 い 、 そ こ に ど の よ う に 参 画 し て い け る か を 検 討 す る こ と を 目 標
と し た 。
　 　 　 そ の た め 、 渡 航 前 か ら C O P 2 7 に 参 加 す る ユ ー ス の W h a t s A p p グ ル ー プ に 複 数 参 加 し た
り 、 L i n k e d I n を 定 期 的 に チ ェ ッ ク し た り し て 、 情 報 収 集 を 行 っ た 。 現 地 で は 、 定 期 的 に 開 催
さ れ る ア ジ ア 太 平 洋 地 域 の ユ ー ス の ミ ー ト ア ッ プ や 食 事 会 な ど に 積 極 的 に 参 加 し た 。 ま た 、 ユ ー
ス や 政 府 関 係 者 に 限 ら ず 、 社 会 の 仕 組 み づ く り を 行 っ て い る 方 と の 対 話 に も 努 め た 。 例 え ば 、 予
め 関 心 の あ っ た 分 野 ・ 機 関 の 方 に ア ポ イ ン ト メ ン ト を 取 っ て お 話 す る 時 間 を 設 け て い た だ い た
り 、 C O P 2 7 に 参 加 す る 旨 を 間 接 的 に 聞 い た 方 と 事 前 に 連 絡 を 取 り 合 う こ と で 情 報 共 有 を 行 っ た
り し た 。 そ れ に よ り 、 現 地 で 紹 介 し て い た だ い た 方 や 話 し た 内 容 の 量 ・ 質 と も に 充 実 し た も の と
な っ た 。
　 　 　 そ し て 、 C O P 2 7 で 出 会 っ た 方 々 と の 今 後 の 連 携 も 現 在 進 行 系 で 進 め ら れ て お り 、 目 標 で
あ っ た 世 代 ・ 国 を 越 え た 継 続 的 な 関 係 性 を 築 く 第 一 歩 で あ る と 感 じ て い る 。 ま た 日 本 に い た ら 出
会 え な か っ た で あ ろ う 、 社 会 の 最 前 線 で 肩 書 で は な く 自 分 の 名 前 で 活 躍 し て い る 方 や 本 質 を 見 る
力 を 持 ち 、 そ の 知 見 を 社 会 に 実 装 し て い る 方 と 繋 が れ る 環 境 が 目 の 前 に あ り 、 そ う い っ た 方 々 と
の 話 か ら 、 私 の 中 に は 存 在 し な か っ た 視 野 や 選 択 肢 を 得 る こ と が で き 、 今 後 の 人 生 観 に 大 き な 影
響 を 与 え る き っ か け と な っ た 。 「 C O P 2 7 に 行 く 」 こ と で 終 わ る の で は な く て 、 行 っ た こ と で 得
た 関 係 や 考 え を 、 今 後 の C Y J の 活 動 や 自 ら の キ ャ リ ア に 活 か し て い け る よ う に 精 進 す る こ と が 、
私 が 様 々 な 援 助 を し て い た だ き 地 球 の 裏 側 ま で 行 っ た 意 義 だ と 感 じ て い る 。 し か し な が ら 、 意 思
決 定 者 と の 意 見 交 換 （ b i l a t e r a l  m e e t i n g ） や 交 渉 で の 発 言 （ i n t e r v e n t i o n ） 、 提 言 書
（ G l o b a l  Y o u t h  S t a t e m e n t ） の 作 成 に は 、 情 報 不 足 と 時 間 の 制 約 に よ り 関 わ れ な か っ
た 。 そ の た め 、 今 後 の 派 遣 メ ン バ ー が そ れ ら の 機 会 に 参 画 で き る よ う に 情 報 提 供 や 引 継 ぎ ・ 連 携
を し っ か り 行 う 。
　 　 　 そ の 他 に も 、 会 場 で 衝 撃 を 受 け た こ と や 疑 問 を 抱 い た こ と を 書 き 記 し た い の だ が 、 枠 の 関
係 で 他 の 場 所 で 書 く こ と に な り そ う だ 。 興 味 の あ る 方 は 共 有 す る の で ぜ ひ 声 を か け て く だ さ い 。
　 　 　 最 後 に 、 こ こ ま で 報 告 書 を 読 ん で く だ さ っ た 皆 様 、 派 遣 前 の ア ク レ デ ィ 獲 得 や 怒 涛 の パ ビ
リ オ ン 応 募 ・ 準 備 、 毎 週 の ミ ー テ ィ ン グ か ら 、 派 遣 後 の 報 告 会 登 壇 ・ 報 告 書 制 作 ま で 尽 力 し た
C O P 2 7 派 遣 メ ン バ ー を 中 心 と し た C Y J メ ン バ ー 、 C O P 2 7 渡 航 を 応 援 し て く だ さ っ た 家 族 、 先
生 、 知 人 ・ 友 人 に 心 か ら 感 謝 を 申 し 上 げ ま す 。

オブザーバーが1人だけの会議後に
ガーナの交渉官からもらったチョコ

髙橋櫻
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近藤 壮真

　 　 　 C O P 2 7 に お い て 得 ら れ た 成 果 と し て は 、 当 初 の 目 的 で も あ っ た 地 域 間 で の 気
候 変 動 政 策 、 特 に エ ネ ル ギ ー 政 策 に 対 す る 態 度 の 差 異 の 理 解 を 促 進 す る こ と が で き た
こ と 、 そ し て 若 者 間 の 繋 が り 獲 得 で あ る 。
　 　 　 ま ず 、 私 自 身 は 、 各 国 の エ ネ ル ギ ー 政 策 が 、 ウ ク ラ イ ナ 情 勢 や 昨 今 の イ ン フ レ
を 受 け て 変 化 し て お り 、 そ れ が カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 達 成 に 向 け て 大 き な 違 い と な
っ て い く の で は な い か と い う 仮 説 を 持 っ て い た 。 そ し て 、 実 際 に そ れ が 現 実 と な る の
で は な い か と い う 感 覚 を 得 る こ と が で き た 。 欧 州 で は 、 エ ネ ル ギ ー 安 全 保 障 の 観 点 か
ら 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー へ の 移 行 、 そ し て 化 石 燃 料 か ら の 脱 却 を 早 急 に 進 め て い く と
い う 姿 勢 で あ っ た 一 方 、 米 国 や 英 国 で は 、 も ち ろ ん ト ラ ン ジ シ ョ ン は 重 要 で あ る が 、
公 正 な 移 行 （ J u s t  t r a n s i t i o n ） や イ ン フ レ へ の 対 応 な ど も 並 行 し な が ら 段 階 的 に
進 め て い く と い う 空 気 感 が 感 じ ら れ た 。 し か し 、 日 本 が こ う し た 世 界 の 動 向 を 受 け て
ど の よ う な 立 場 を 取 る の か 、 今 回 の C O P 2 7 で は 明 確 に 見 え な か っ た と い う 点 は 心 残
り で あ り 、 今 後 と も よ り 自 分 ご と と し て 考 え て い き た い 。
　 　 　 そ し て 、 世 界 各 国 の 若 者 と C O P 2 7 の 場 で 様 々 に 意 見 交 換 で き た こ と は 、 か け
が え の な い 貴 重 な 体 験 で あ っ た 。 政 府 の サ ポ ー ト を 受 け て 来 て い る 若 者 か ら 、 一 人 の
大 学 生 と し て 自 費 で エ ジ プ ト ま で 来 て い た 若 者 ま で 、 年 齢 層 も バ ラ バ ラ で あ っ た が 、
そ れ ぞ れ が 、 こ の 世 界 が 少 し で も 良 く な る た め に は ど の よ う な 解 決 策 が 考 え う る か 、
ま た 出 身 国 が 持 っ て い る 強 み は ど う 活 か せ る か 、 な ど 本 気 で 意 見 を ぶ つ け て き た こ と
は 印 象 的 で あ っ た 。 私 も 、 日 本 に 生 き て い く 一 人 の 人 間 と し て 、 現 地 で 構 築 し た ネ ッ
ト ワ ー ク を 活 か し 、 ま た 刺 激 を 受 け な が ら 、 今 後 も 精 力 的 に 気 候 変 動 解 決 に 貢 献 し て
い き た い と 感 じ た 。
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　 　 　 ま ず 初 め に C O P 2 7 に 参 加 し た 目 的 と し て 「 『 支 援 す る 側 』 と さ れ る 先 進 国 で 育 っ た 私
が 、 こ れ か ら 発 展 す る 段 階 に あ る 人 々 に 対 し 、 国 際 社 会 の 構 造 的 拘 束 か ら 抜 け 出 し た 持 続 可 能 な
生 活 を 送 る た め に で き る こ と は 何 か 。 」 と い う 問 い へ の 糸 口 を 見 つ け る た め で あ っ た 。 先 進 国 が
現 在 途 上 国 支 援 と し て 行 な っ て い る 、 技 術 支 援 /  輸 出 、 経 済 支 援 /  投 資 を 最 大 限 有 効 活 用 す る た
め に は 、 途 上 国 を 支 援 や 投 資 の 対 象 と す る の で は な く 、 国 際 社 会 を 構 成 す る 1 つ の ス テ ー ク ホ ル
ダ ー で あ る と い う 意 識 が 欠 か せ な い 。
　 　 　 私 は ガ ー ナ の 地 方 で 1 ヶ 月 生 活 し て い た 中 で 気 候 変 動 の 話 し を す る と 「 気 候 変 動 は 神 の
業 、 神 に 祈 っ て 無 事 を 祈 る 」 「 気 候 変 動 も だ が 、 政 権 崩 壊 が 深 刻 」 と 対 話 を 終 了 さ せ ら れ て し ま
う 経 験 が 幾 度 と あ っ た 。 こ の 経 験 か ら 気 候 変 動 関 連 の 国 連 会 議 で 途 上 国 代 表 が 行 う ス ピ ー チ と 、
現 地 の 環 境 意 識 の 低 さ の ギ ャ ッ プ が あ る こ と を 実 感 し 、 途 上 国 か ら 来 た ハ イ レ ベ ル の 人 と の 対 話
を 通 し て 自 ら の 問 い へ の 糸 口 を 見 出 し た い と 思 っ て い た 。
　 　 　 C O P 2 7 で ア フ リ カ （ ガ ー ナ や カ メ ル ー ン な ど ） 地 域 か ら 来 た 政 府 関 係 者 と の 対 話 を 通 し
て 、 ロ ー カ ル な 問 題 の 認 識 が 字 面 的 な 理 解 に 止 ま っ て い る よ う に 感 じ た 。 例 え ば 上 記 の ガ ー ナ の
地 方 に お け る 環 境 意 識 の 低 さ を ガ ー ナ 政 府 関 係 者 に 話 し た 時 、 環 境 教 育 の 推 進 を 紹 介 い た だ い
た 。 し か し そ の 話 の 中 で は 根 本 的 な 問 題 原 因 に 迫 れ て い な い よ う に 感 じ た 。 ハ イ レ ベ ル と ロ ー カ
ル の 連 携 が 不 十 分 と い う 課 題 は 日 本 も 抱 え て お り 、 ソ フ ト 面 か ら 気 候 変 動 に ア プ ロ ー チ す る 際 の
問 題 は 万 国 に 共 通 す る こ と を 実 感 し た 。
　 　 　 ま た 、 ア フ リ カ 関 連 の サ イ ド イ ベ ン ト で は 地 政 学 的 な 視 点 が 強 調 さ れ て お り 、 途 上 国 の 中
で も 地 理 的 に 有 利 な 国 の 発 展 が 進 ん で い る こ と は パ ビ リ オ ン の 様 子 か ら 実 感 で き た 。 ア フ リ カ の
中 で も 地 中 海 地 域 諸 国 は ヨ ー ロ ッ パ と の 協 力 関 係 が 深 化 す る 中 、 西 ア フ リ カ 地 域 は 投 資 の 対 象 で
あ り 続 け て い る と い う 差 や 、 G r e e n  Z o n e に 独 立 し て 設 置 さ れ た サ ウ ジ ア ラ ビ ア ・ パ ビ リ オ ン
で は ジ ャ パ ン パ ビ リ オ ン の よ う な 技 術 展 示 を 行 っ て い た 。 こ の 途 上 国 （ 特 に ア フ リ カ 周 辺 地 域 ）
の 中 で 「 発 展 」 の 捉 え 方 に 差 が 生 ま れ て い る の は 非 常 に 興 味 深 い 発 見 で あ っ た 。
　 　 　 最 後 に 、 ユ ー ス が 国 際 会 議 に 参 加 す る 意 義 に つ い て 記 す 。 ユ ー ス と し て C O P 2 7 と い う 国
際 会 議 に 参 加 し た こ と は 気 候 変 動 交 渉 現 場 を 見 て き た の で は な く 、 潮 流 が 生 ま れ る 現 場 を 見 て き
た と い う こ と を 伝 え た い 。 C O P は 各 国 の 現 場 の 状 況 を 持 ち 寄 っ て 話 し 合 う 場 で あ る 。 そ し て 持
ち 寄 っ た 内 容 に よ っ て 気 候 変 動 の 議 論 の 中 に 自 然 に 潮 流 が 生 ま れ る 。 す な わ ち C O P は 潮 流 を 生
み 出 す た め に リ ソ ー ス を 持 ち 寄 る 場 で あ る と 考 え る 。 そ の 中 で ユ ー ス は 、 学 問 の 基 礎 や 社 会 の 構
造 を 学 ぶ 過 程 で あ り 、 か つ 所 属 な ど に 縛 ら れ ず に 自 分 の 興 味 本 位 に 従 っ て 動 き 、 学 ぶ こ と が で き
る 。 こ の 特 性 を 踏 ま え 、 日 頃 そ し て C O P 2 7 会 場 で 多 く の 方 が 学 び の 機 会 を 与 え て く だ さ っ た 。
知 識 量 ・ 想 像 力 ・ 視 点 ・ 社 会 的 責 任 ・ 権 力 な ど 様 々 な 違 い が あ る 方 々 と 気 候 変 動 の 議 論 と い う プ
ラ ッ ト フ ォ ー ム に 立 っ て 話 す こ と が で き 、 そ の 後 率 直 に 感 じ た こ と を 表 明 す る こ と が で き る 。 私
を 含 め 、 ユ ー ス は 即 時 的 な 利 害 関 係 な ど が 発 生 す る 以 前 の 状 態 で あ る こ と か ら 、 あ る 意 味 で は 客
観 的 に 気 候 変 動 対 策 に つ い て の 意 見 を 言 え る 立 場 な の か も し れ な い 。 ユ ー ス は 「 利 害 関 係 を 持 た
ず に 、 感 性 を 尊 重 し て 動 く こ と が で き る 社 会 の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 」 と し て 国 際 会 議 に 参 加 す る 意
義 が あ る と 再 認 識 し た 。
　 　 　 ユ ー ス と い う 一 種 の 特 権 を 最 大 限 活 用 し 、 今 後 の 気 候 変 動 対 策 の 議 論 に 参 加 し て い く こ と
は 、 将 来 世 代 と し て の 使 命 で あ り 、 今 後 更 な る 高 み を 目 指 し た 活 動 を 進 め て い き た い 。
　 　 　 最 後 に 、 C O P 2 7 参 加 の た め に 非 常 に 多 く の 方 に 協 力 い た だ き 、 心 か ら 感 謝 申 し 上 げ ま
す 。

高尾 文子
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望月 碧

　 　 　 私 が C O P 2 7 に 参 加 し た 目 的 は 、 自 分 の 立 場 と 行 動 を 再 考 す る こ と で あ る 。 1 週 間 の 派 遣
を 通 し 、 北 か ら 南 、 ユ ー ス か ら 大 人 ま で 本 当 に 多 種 多 様 な 人 々 と 対 話 を す る 中 、 概 ね 目 的 は 達 成
で き た 。 気 候 変 動 に 取 り 組 む 日 本 の い ち 学 生 と し て 更 な る チ ャ レ ン ジ を 続 け て い き た い 、 と 強 く
感 じ た 。 C Y J で 活 動 し て い る と 、 気 候 変 動 に 何 か し ら の ア ク シ ョ ン を 起 こ そ う と い う 心 持 ち が
自 分 の 中 に 常 に あ る が 、 C O P 2 7 で は そ れ を 更 に 上 回 る 行 動 力 を 持 つ （ 専 門 分 野 が 気 候 変 動 で あ
る 大 学 院 生 や 、 企 業 を 立 ち 上 げ た 社 長 な ど ） ユ ー ス が 多 数 い た 。 私 は 、 自 分 が 本 当 に や り た い も
の と は 何 な の か 、 を 常 日 頃 模 索 し て い る 大 学 1 年 生 に 過 ぎ な い 。 考 え を 実 行 に 移 し C O P 2 7 ま で
遥 々 飛 ん で 行 け た こ と は 大 変 に 恵 ま れ た 環 境 に 身 を 置 く こ と が で き て い る と 自 覚 し 、 「 気 候 危 機
を な ん と か し た い 」 を 思 う 日 本 の 学 生 へ の 道 筋 の ひ と つ と 成 れ る よ う 、 適 切 な 広 報 ・ 啓 蒙 活 動 に
力 を 入 れ て い く 必 要 が あ る と 感 じ た 。 ま た 、 日 本 の メ デ ィ ア で 取 り 上 げ ら れ る よ う な 情 報 は す べ
て 二 次 情 報 で あ る こ と を 理 解 し 、 国 際 常 識 に 追 い つ く た め に は 自 ら 各 機 関 ・ 主 要 メ デ ィ ア の 情 報
を 日 毎 に チ ェ ッ ク す る 必 要 が あ る と 感 じ た 。 実 際 、 帰 国 後 す ぐ に ニ ュ ー ス レ タ ー の サ ブ ス ク リ プ
シ ョ ン 登 録 の た め に あ ち こ ち の ウ ェ ブ サ イ ト を 駆 け 回 っ た 。
　 　 　 私 は 今 後 3 年 間 の 大 学 生 活 を 通 し て 、 こ の C O P 2 7 で 培 っ た ネ ッ ト ワ ー ク を 活 か し C Y J で
の 海 外 事 業 に 力 を 入 れ つ つ 、 同 時 に ユ ー ス と し て 、 あ ら ゆ る ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 意 見 を 中 立 的 に
聞 き 入 れ な が ら 、 自 分 の 本 当 に 興 味 あ る こ と を 見 つ け る ま で 勉 強 を 続 け た い と 思 う 。 将 来 を 担 う
世 代 と し て 、 モ チ ベ ー シ ョ ン を 高 く 持 ち 、 行 動 す る 気 概 を 持 ち 続 け た い 。
　 　 　 最 後 に 、 C O P 2 7 派 遣 の ア ク レ デ ィ テ ー シ ョ ン を く だ さ っ た N G O の 方 々 、 渡 航 ま で サ ポ
ー ト し て く だ さ っ た メ ン バ ー の み な さ ん 、 現 地 で お 世 話 に な っ た 全 て の 方 々 に 感 謝 い た し ま す 。
あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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石川 柚葉

　 　 　 C O Y 1 7 に 参 加 し た 目 的 と し て は 、 海 外 ユ ー ス と の 繋 が り を 作 る こ と が 一 番 大 き な も の で
あ っ た 。 C O P 事 業 が C Y J の 活 動 の 大 き な 柱 で あ る に も か か わ ら ず 、 海 外 ユ ー ス と 協 働 す る 機 会
が 少 な く 、 日 本 外 に お け る 気 候 変 動 の 動 き を 掴 む の が な か な か で き て い な い 現 状 だ っ た た め 、
C O Y 1 7 に 行 く こ と で 海 外 ユ ー ス と 今 後 の 協 働 に つ な が る よ う な 関 係 を 構 築 し た い と 考 え て い
た 。 ま た C O Y や C O P に 参 加 し た C Y J の 先 輩 方 か ら 、 海 外 ユ ー ス の 熱 気 を 是 非 と も 現 地 で 感 じ る
べ き だ と い う 声 も 多 く 聞 い て い た た め 、 こ れ か ら の 環 境 活 動 の モ チ ベ ー シ ョ ン を さ ら に 高 め ら れ
る の で は な い か と 期 待 も し て い た 。
　 　 　 私 は C O Y 1 7 の 3 日 間 の み 参 加 し た 。 世 界 中 か ら 集 ま っ た 海 外 ユ ー ス を 目 の 当 た り に し て
ワ ク ワ ク し た 一 方 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ に 参 加 す る と オ ー ガ ナ イ ザ ー か ら 投 げ か け ら れ た 質 問 に ス ッ
と 手 を あ げ て 、 堂 々 と 答 え る 海 外 ユ ー ス に 圧 倒 さ れ る 場 面 も 非 常 に 多 か っ た 。 会 議 の 内 容 は な ん
と か 理 解 し て つ い て い く こ と が で き て も 、 会 議 中 に 自 分 の 意 見 を 言 う こ と は 簡 単 で は な か っ た の
で 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 後 に 自 然 と 海 外 ユ ー ス と 交 流 す る 中 で 自 分 た ち の 考 え を 共 有 し た り 、 お 互
い の 活 動 を 紹 介 し た 。 日 々 変 わ っ て い く 気 候 変 動 の ト ピ ッ ク に つ い て い く こ と は も ち ろ ん 、 そ れ
に 対 し て 自 分 は ど う 考 え る の か 、 ど う 動 け る の か 、 考 え る 癖 を つ け る 必 要 性 を 痛 感 し た 。 ま た 英
語 で の 情 報 収 集 や 海 外 ユ ー ス と の 継 続 的 な 関 わ り は 、 国 際 的 な 会 議 に 参 加 す る に あ た っ て は 欠 か
せ な い こ と だ と 思 っ た 。
　 　 　 今 後 の 展 望 と し て 、 元 々 の C O Y 1 7 に 参 加 し た 目 的 で あ る 海 外 ユ ー ス と の 繋 が り 構 築 は あ
る 程 度 達 成 で き た と 感 じ て い る の で 、 ま ず 来 年 の L C O Y 開 催 に 関 し て 彼 ら を 招 待 し 、 一 緒 に プ ロ
ジ ェ ク ト を 作 り 上 げ た い 。 日 本 の ユ ー ス の 意 見 、 海 外 ユ ー ス の 意 見 を ま と め あ げ 、 C O Y 1 8 に そ
し て C O P 2 8 へ 持 っ て い く こ と を ど こ ま で 具 体 化 し 意 味 の あ る も の に で き る か が 非 常 に 重 要 だ と
思 う 。 C O P は ユ ー ス の 意 見 を 様 々 な セ ク タ ー に 反 映 で き る 非 常 に 価 値 の あ る 場 所 の 1 つ だ と 思 う
の で 、 「 よ り 長 期 的 な 、 よ り 積 極 的 な 、 気 候 変 動 対 策 」 を ユ ー ス の 立 場 か ら 強 調 し て い き た い と
思 う 。 ま た 今 回 の C O Y 1 7 、 C O P 2 7 で の 学 び を 日 本 の 人 々 へ 還 元 す る こ と も と て も 大 事 だ と 痛
感 し て お り 、 特 に 同 世 代 で あ る ユ ー ス を 本 格 的 に 気 候 変 動 問 題 に 取 り 組 め る よ う に 後 押 し で き た
ら と 考 え て い る 。 気 候 変 動 問 題 に 関 心 の あ る 人 、 危 機 感 を 抱 い て い る ユ ー ス は 少 な く な い は ず だ
が 、 行 動 に 移 す 段 階 で ど う 動 け ば い い の か 分 か ら な い 層 に 対 し て ア プ ロ ー チ を し て 、 国 際 的 な 視
点 か ら も 考 え る 機 会 を 提 供 し た い 。
　 　 　 C O Y 1 7 に 参 加 す る 機 会 を い た だ け て 本 当 に 光 栄 だ っ た 。 関 わ っ て い た だ い た 全 て の 方 に
感 謝 し て い る 。

派遣メンバーの学んだこと＆感想
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